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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　近隣認識ネットワーク(NAN)内の電子デバイスにおいて、第1の時間区間の間の指定され
た発見ビーコン送信時間に発見ビーコンを送信するステップであって、前記発見ビーコン
が、1つまたは複数のNAN対応デバイスが前記NANの存在を検出して、前記NANの次回の発見
ウィンドウを特定することを可能にし、前記指定された発見ビーコン送信時間が、前記電
子デバイスの内部クロックに少なくとも部分的に基づいて決定され、前記次回の発見ウィ
ンドウが、前記指定された発見ビーコン送信時間の後に開始する、ステップと、
　前記電子デバイスの外部にあるソースを有する第1のクロック基準信号に前記内部クロ
ックを同期するステップと
を含む、方法。
【請求項２】
　前記次回の発見ウィンドウの間に1つまたは複数のNAN動作を実施するステップをさらに
含み、前記1つまたは複数のNAN動作が、1つまたは複数のNAN対応デバイスが前記NANに加
入することを可能にする、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記指定された発見ビーコン送信時間に関連するタイミング情報が、前記NAN内の複数
の電子デバイスに記憶される、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
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　前記第1の時間区間の間に複数回、前記発見ビーコンを送信するステップをさらに含み
、前記指定された発見ビーコン送信時間が、前記第1の時間区間の間の特定の時間オフセ
ットにおいて生じる、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　第2の時間区間の間の特定の持続時間にわたって前記電子デバイスの全地球測位衛星(GP
S)受信機をアクティブにするステップであって、前記第1のクロック基準信号がGPS信号を
含む、ステップと、
　前記GPS受信機において前記GPS信号を受信するステップと、
　前記GPS信号に基づいて前記内部クロックを同期するステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記内部クロックを同期するステップが、
　前記第1のクロック基準信号に基づいて第1の同期動作を実施するステップと、
　前記電子デバイスの外部にある第2のソースを有する第2のクロック基準信号に基づいて
第2の同期動作を実施するステップをさらに含み、前記第2のクロック基準信号が、前記第
1のクロック基準信号とは異なる、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記第1のクロック基準信号に前記内部クロックを同期した後で、第2の指定された発見
ビーコン送信時間に前記電子デバイスの受信機をアクティブにするステップであって、前
記受信機が、第2のNANに関連する発見ビーコンをスキャンするようにアクティブにされ、
前記第2の指定された発見ビーコン送信時間が、前記電子デバイスの前記内部クロックに
少なくとも部分的に基づいて決定される、ステップと
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　スキャン区間の間の前記第2の指定された発見ビーコン送信時間に第2の発見ビーコンを
受信するステップをさらに含み、前記第2の発見ビーコンが、前記第2のNANの次回の発見
ウィンドウを特定し、前記第2のNANの前記次回の発見ウィンドウが、前記第2の指定され
た発見ビーコン送信時間の後に開始する、請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　前記第2の発見ビーコンを受信した後に低電力モードに入るステップであって、前記受
信機が、前記低電力モードの間、非アクティブにされる、ステップと、
　電源オンモードに入るステップであって、前記受信機が、前記電源オンモードの間、ア
クティブにされる、ステップと、
　前記第2のNANの前記次回の発見ウィンドウの間に少なくとも1つの発見動作を実施する
ステップと
をさらに含む、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記受信機が、前記指定された発見ビーコン送信時間に、スキャンウィンドウの持続時
間にわたってアクティブにされる、請求項7に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第2のNANの発見ビーコンをスキャンすることに対応する第2の時間区間の残りの部
分にわたって前記受信機を非アクティブにするステップをさらに含む、請求項7に記載の
方法。
【請求項１２】
　前記第2の時間区間の間に発見ビーコンが受信されたかどうかを判定するステップであ
って、前記受信機が第1の動作モードで構成され、それによって前記受信機が、第2の指定
された発見ビーコン送信時間にアクティブにされ、前記第2の時間区間の前記残りの部分
の間、非アクティブにされる、ステップと、
　前記第2の時間区間の間に発見ビーコンが受信されなかったと判定したことに応答して
、前記受信機を第2の動作モードで構成するステップであって、前記第2の動作モードで構
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成されるとき、前記受信機が、第3の時間区間の全体にわたってアクティブにされ、前記
第3の時間区間が、前記第2の時間区間と同じ間を有する、ステップと
をさらに含む、請求項11に記載の方法。
【請求項１３】
　第2の時間区間の間の複数の時間に前記受信機をアクティブにするステップであって、
前記複数の時間が、タイミング情報に基づいて決定される、ステップと、
　前記第2の時間区間の残りの部分にわたって前記受信機を非アクティブにするステップ
と
をさらに含む、請求項7に記載の方法。
【請求項１４】
　前記電子デバイスにおいて、第2の指定された発見ビーコン送信時間に、かつ第2のスキ
ャン区間の間、1つまたは複数の発見ビーコンをスキャンするステップであって、前記第2
の指定された発見ビーコン送信時間が、前記内部クロックに少なくとも部分的に基づいて
決定される、ステップと、
　前記第1のクロック基準信号に前記内部クロックを同期するステップと、
　前記第2のスキャン区間の間に発見ビーコンが受信されなかったと判定したことに応答
して、第2の発見ビーコンを送信するステップと、
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第1のクロック基準信号が、基地局から前記電子デバイスにおいて受信されたペー
ジング信号を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第1のクロック基準信号が、第2の電子デバイスから前記電子デバイスにおいて受信
されたクロック信号を含み、前記第2の電子デバイスが、外部電源に外部電源に結合され
る、請求項1に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第1のクロック基準信号に前記内部クロックを同期するステップの後に、前記電子
デバイスの外部にある第2のクロック基準信号に前記内部クロックを同期するステップで
あって、前記第1のクロック基準信号に前記内部クロックを同期するステップが、前記内
部クロックに対して粗同調を実施するステップを含み、前記第2のクロック基準信号に前
記内部クロックを同期するステップが、前記内部クロックに対して微同調を実施するステ
ップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１８】
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリであって、
　　近隣認識ネットワーク(NAN)の電子デバイスにおいて、第1の時間区間の間の指定され
たプローブ要求送信時間に、および前記第1の時間区間のスキャン区間の間に、1つまたは
複数のプローブ要求をスキャンを開始するステップであって、前記指定されたプローブ要
求送信時間が、前記電子デバイスの内部クロックに少なくとも部分的に基づいて決定され
る、ステップと、
　　前記電子デバイスにおいて、前記スキャン区間の間にプローブ応答を送信するステッ
プであって、前記プローブ応答が、前記NANの次回の発見ウィンドウを特定し、前記次回
の発見ウィンドウが、前記指定されたプローブ要求送信時間の後に開始する、ステップと
、
　　前記電子デバイスの外部にあるソースを有するクロック基準信号に前記内部クロック
を同期するステップと
　を含む動作を実施するように前記プロセッサによって実行可能である命令を記憶するメ
モリと
を備える、装置。
【請求項１９】
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　前記動作が、
　　前記スキャン区間の間に前記NANの第2の電子デバイスからプローブ要求を受信するス
テップであって、前記プローブ応答が、前記プローブ要求の受信に応答して送信される、
ステップと、
　前記第1の時間区間の第2の部分の間、受信機を非アクティブにするステップであって、
前記第1の時間区間が、前記スキャン区間および前記第2の部分を含む、ステップと
をさらに含む、請求項18に記載の装置。
【請求項２０】
　前記クロック基準信号が、基地局から受信されたページング信号を含む、請求項18に記
載の装置。
【請求項２１】
　前記動作が、
　第2の指定されたプローブ要求送信時間に前記電子デバイスから第2のNAN内の第2の電子
デバイスに第2のプローブ要求を送信するステップであって、前記第2の指定されたプロー
ブ要求送信時間が、前記内部クロックに少なくとも部分的に基づいて決定される、ステッ
プと、
　前記第2のプローブ要求を送信するステップに応答して前記第2の電子デバイスから第2
のプローブ応答を受信するステップと
をさらに含む、請求項18に記載の装置。
【請求項２２】
　前記第2のプローブ応答が、前記第2のNANの次回の発見ウィンドウを特定し、前記第2の
NANの前記次回の発見ウィンドウが、前記第2の指定されたプローブ要求送信時間の後に開
始し、前記電子デバイスの送信機が、前記第2のプローブ要求を送信するために、前記第2
の指定されたプローブ要求送信時間にアクティブにされる、請求項21に記載の装置。
【請求項２３】
　前記動作が、
　前記プローブ応答を受信する後に低電力モードに入るステップであって、受信機が、前
記低電力モードの間、非アクティブにされる、ステップと、
　少なくとも1つの発見動作を実施するために、前記次回の発見ウィンドウの間に電源オ
ンモードに入るステップとをさらに含む、請求項22に記載の装置。
【請求項２４】
　近隣認識ネットワーク(NAN)内の電子デバイスから、第1の時間区間の間の指定された発
見ビーコン送信時間に発見ビーコンを送信するための手段であって、前記発見ビーコンが
、1つまたは複数のNAN対応デバイスが前記NANの存在を検出して、前記NANの次回の発見ウ
ィンドウを特定することを可能にし、前記指定された発見ビーコン送信時間が、前記電子
デバイスの内部クロックに少なくとも部分的に基づいて決定され、前記次回の発見ウィン
ドウが、前記指定された発見ビーコン送信時間の後に開始する、手段と、
　前記電子デバイスの外部にあるソースを有するクロック基準信号に前記内部クロックを
同期するための手段と
を備える、装置。
【請求項２５】
　前記クロック基準信号が、ワイヤレスネットワークのアクセスポイント(AP)から受信さ
れたクロック信号を含む、請求項24に記載の装置。
【請求項２６】
　前記クロック基準信号が、グループ所有者(GO)として働くように構成されたワイヤレス
デバイスから受信されたクロック信号を含む、請求項24に記載の装置。
【請求項２７】
　前記クロック基準信号が、ワイヤレスネットワークのステーションから受信されたクロ
ック信号を含み、前記ステーションが、外部電源に結合される、請求項24に記載の装置。
【請求項２８】
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　プロセッサによって実行されるとき、
　　近隣認識ネットワーク(NAN)の電子デバイスにおいて、第1の時間区間の間の指定され
たプローブ要求送信時間に、および前記第1の時間区間のスキャン区間の間に、1つまたは
複数のプローブ要求をスキャンを開始することであって、前記指定されたプローブ要求送
信時間が、前記電子デバイスの内部クロックに少なくとも部分的に基づいて決定される、
開始すること、
　　前記電子デバイスにおいて、前記スキャン区間の間にプローブ応答を送信することで
あって、前記プローブ応答が、前記NANの次回の発見ウィンドウを特定し、前記次回の発
見ウィンドウが、前記指定されたプローブ要求送信時間の後に開始する、送信すること、
および
　　前記電子デバイスの外部にあるソースを有するクロック基準信号に前記内部クロック
を同期すること
　を前記プロセッサにさせる命令を含む、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２９】
　前記命令が、前記プロセッサによって実行されるとき、前記第1の時間区間の間の複数
の時間に前記1つまたは複数のプローブ要求を求める前記スキャンを前記プロセッサに実
施させ、前記複数の時間が、前記NANの複数の電子デバイスに記憶されたタイミング情報
に基づいて決定される、請求項28に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３０】
　前記指定されたプローブ要求送信時間が、アンカビーコンに関連する送信時間とは別個
のものである、請求項28に記載のコンピュータ可読記憶媒体。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本願は、同一出願人が所有する、2014年4月11日に出願された「METHOD AND APPARATUS 
FOR GPS ENHANCED NEIGHBOR AWARENESS NETWORKING (NAN) CLUSTER DISCOVERY」という名
称の米国仮特許出願第61/978,543号、および2015年4月8日に出願された米国非仮特許出願
第14/681,671号の優先権を主張し、これらの特許出願の内容全体が、参照により明確に組
み込まれる。
【０００２】
　本開示は、一般には、全地球測位衛星(GPS)信号に基づいて同期動作を実施するデバイ
スにおける近隣認識ネットワーク(neighbor aware network)(NAN)発見に関する。
【背景技術】
【０００３】
　技術の進歩の結果、コンピューティングデバイスはより小型に、より強力になった。た
とえば、小型、軽量であり、ユーザによる持ち運びが容易な、ポータブルワイヤレス電話
、携帯情報端末(PDA)、ページングデバイスなどのワイヤレスコンピューティングデバイ
スを含む様々なポータブルパーソナルコンピューティングデバイスが現在存在している。
より具体的には、セルラー電話、インターネットプロトコル(IP)電話などのポータブルワ
イヤレス電話は、ワイヤレスネットワークを介して音声およびデータパケットを通信し得
る。さらに、多くのそのようなワイヤレス電話は、その中に組み込まれる他のタイプのデ
バイスを含む。たとえば、ワイヤレス電話はまた、デジタルスチルカメラ、デジタルビデ
オカメラ、デジタルレコーダ、およびオーディオファイルプレーヤをも含み得る。さらに
、そのようなワイヤレス電話は、インターネットにアクセスするために使用され得るウェ
ブブラウザアプリケーションなどのソフトウェアアプリケーションを含む実行可能命令を
処理し得る。したがって、これらのワイヤレス電話は、著しいコンピューティング能力を
含み得る。
【０００４】
　ワイヤレス電話などの電子デバイスは、データを送信および受信するために、ワイヤレ
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ス接続を使用してネットワークにアクセスする。さらに、電子デバイスは、ワイヤレス接
続を使用して、互いに直接的に情報を交換し得る。たとえば、互いに極めて近接したモバ
イル電子デバイスは、(たとえば、ワイヤレス搬送波、ワイヤレスフィデリティ(Wi-Fi)ア
クセスポイント、および/またはインターネットを使用することなく)近隣認識ネットワー
ク(NAN)を使用して、NANを介してデータ交換を実施し得る。NANに加入するために、デバ
イスは、NAN規格によって指定される時間区間にわたって、「発見ビーコン」(たとえば、
「アンカ」ビーコンまたは「同期」ビーコン)をスキャンを実施する。デバイスが発見ビ
ーコンを受信した場合、デバイスは、発見ビーコンを使用して、デバイスがその間に1つ
または複数の動作を実施してNANに加入し得る次回の(upcoming)「発見ウィンドウ」の時
間を決定し得る。発見ビーコンは、(「発見ウィンドウ」に先行する)時間区間の間の任意
の時間に送信され得る。発見ビーコンの受信を保証するために、デバイスは、時間区間の
全体にわたって受信機をアクティブにし、したがって時間区間の全体の間、電力を消費す
る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示は、NAN内のNAN発見に関する電力消費を削減するための方法およびデバイスを対
象とする。NANの「マスタ」デバイスは、マスタデバイスの内部クロックに基づく時間区
間の間の指定された発見ビーコン送信時間での発見ビーコンの送信をスケジューリングし
得る。指定された発見ビーコン送信時間は、NANの複数のデバイスに(たとえば、マスタデ
バイスおよび「非マスタデバイス」に)記憶されたタイミング情報によって示され得る。
非マスタデバイス(たとえば、モバイルデバイス)はタイミング情報を記憶するので、非マ
スタデバイスは、非マスタデバイスの内部クロックに基づく指定された発見ビーコン送信
時間に、受信機をアクティブにし得る。非マスタデバイスは、受信機をアクティブにし、
指定された発見ビーコン送信時間に発見ビーコンをスキャンし、受信し得る。非マスタデ
バイスは、時間区間の残りの部分の間(たとえば、指定された発見ビーコン送信時間以外
の時間)、受信機を非アクティブにして電力を節約し得る。
【０００６】
　マスタデバイスが発見ビーコンを送信するとき、内部クロックのクロックドリフトによ
って非マスタデバイスの受信機が非アクティブにされる可能性を低減または解消するため
に、マスタデバイスと非マスタデバイスとは、マスタデバイスおよび非マスタデバイスの
外部にある1つまたは複数のクロック基準(たとえば、全地球測位衛星信号または基地局か
らのページング信号)に基づいて内部クロックを同期し得る。内部クロックを同期するこ
とによって、クロックドリフトが保証され得、非マスタデバイスの受信機が、指定された
発見ビーコン送信時間にアクティブにされ、マスタデバイスから発見ビーコンが受信され
得る。したがって、非マスタデバイスは、時間区間の残りの部分の間、受信機を非アクテ
ィブにし、時間区間の全体の間、受信機をアクティブにするのと比較して、電力消費を削
減し得る。
【０００７】
　さらに、加入するためのNANを探索する電子デバイスが、プローブ要求時間区間の一部
の間、プローブ要求を送信し、プローブ要求時間区間の残りの部分の間、送信機を非アク
ティブにして電力を節約するように構成され得る。マスタデバイスは、プローブ要求時間
区間のその一部の間、受信機をアクティブにしてプローブ要求をスキャンし(かつプロー
ブ要求を受信し)、プローブ要求時間区間の残りの部分の間、受信機を非アクティブにし
て電力を節約するように構成され得る。さらに、プローブ要求の送信をプローブ要求時間
区間のその一部に限定することによって、NAN内の「汚染」が低減される(たとえば、プロ
ーブ要求時間区間の残りの部分の間にプローブ要求によって引き起こされる他のワイヤレ
ス送信に対する干渉が低減され、または解消される)。
【０００８】
　特定の態様では、ワイヤレス通信の方法が、近隣認識ネットワーク(NAN)内の電子デバ
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イスにおいて、指定された発見ビーコン送信時間に発見ビーコンを送信することを含む。
指定された発見ビーコン送信時間は、電子デバイスの内部クロックに少なくとも部分的に
基づいて決定される。方法は、電子デバイスの外部にある第1のクロック基準に内部クロ
ックを同期することをさらに含む。
【０００９】
　別の特定の態様では、装置が、プロセッサと、プロセッサに結合されたメモリとを含む
。メモリは、近隣認識ネットワーク(NAN)の電子デバイスにおいて、指定されたプローブ
要求送信時間に、およびスキャン間隔区間の間に、1つまたは複数のプローブ要求のスキ
ャンを開始することを含む動作を実施するようにプロセッサによって実行可能な命令を記
憶する。指定されたプローブ要求送信時間は、電子デバイスの内部クロックに少なくとも
部分的に基づいて決定される。動作は、電子デバイスの外部にあるクロック基準に内部ク
ロックを同期することをさらに含む。
【００１０】
　別の特定の態様では、装置は、近隣認識ネットワーク(NAN)内の電子デバイスにおいて
、指定された発見ビーコン送信時間に発見ビーコンの送信を開始するための手段を含む。
指定された発見ビーコン送信時間は、電子デバイスの内部クロックに少なくとも部分的に
基づいて決定される。装置は、電子デバイスの外部にある第1のクロック基準に内部クロ
ックを同期するための手段をさらに含む。
【００１１】
　別の特定の態様では、非一時的コンピュータ可読媒体は、プロセッサによって実行され
るとき、近隣認識ネットワーク(NAN)の電子デバイスにおいて、指定されたプローブ要求
送信時間に、およびスキャン間隔区間の間に、1つまたは複数のプローブ要求のスキャン
をプロセッサに開始させる命令を含む。指定されたプローブ要求送信時間は、電子デバイ
スの内部クロックに少なくとも部分的に基づいて決定される。命令はさらに、プロセッサ
に、電子デバイスの外部にあるクロック基準に内部クロックを同期させ得る。
【００１２】
　開示される態様のうちの少なくとも1つによってもたらされる一利点は、NANに加入する
ために発見ビーコンを求めてNANをスキャンすることに関する電力消費の削減である。た
とえば、マスタデバイスは、モバイルデバイスに記憶される指定された発見ビーコン送信
時間に発見ビーコンの送信をスケジューリングし得る。モバイルデバイスは、指定された
発見ビーコン送信時間のうちの1つまたは複数において受信機をアクティブにして、発見
ビーコンをスキャンし得、マスタデバイスによって送信された発見ビーコンを受信し得る
。モバイルデバイスは、他の時間に(たとえば、指定された発見ビーコン送信時間に関連
しない時間区間の残りの部分の間)受信機を非アクティブにし得る。GPS信号、基地局から
のページング信号などのクロック基準に基づいてモバイルデバイスの内部クロックとマス
タデバイスの内部クロックとを同期することによって、内部クロックに関連するクロック
ドリフトが補償され得る。たとえば、マスタデバイスが発見ビーコンを送信するときにモ
バイルデバイスの受信機が非アクティブにされる可能性が、低減または解消され得る。し
たがって、モバイルデバイスは、時間区間の全体の間、受信機をアクティブにするのでは
なく、指定された発見ビーコン送信時間に受信機をアクティブにし、時間区間の残りの部
分の間、受信機を非アクティブにし、それによってモバイルデバイスにおける電力消費を
削減する。さらに、プローブ要求メッセージは、内部クロックに基づいて決定されるプロ
ーブ要求時間区間の一部の間に送信され得る。したがって、デバイスは、プローブ要求時
間区間の残りの部分の間、送信機および/または受信機を非アクティブにすることによっ
て電力を節約し得る。さらに、プローブ要求メッセージがプローブ要求時間区間のその一
部の間に送信されるように限定することによって、プローブ要求メッセージによって引き
起こされるNAN内の他のワイヤレス送信に対する干渉が低減され得る。
【００１３】
　図面の簡単な説明、発明を実施するための形態、および特許請求の範囲の各セクション
を含む本願全体を検討した後、本開示の他の態様、利点、および特徴が明らかになるであ
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ろう。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】指定された発見ビーコン送信時間でのビーコンの送信をサポートする近隣認識ネ
ットワーク(NAN)を含むシステムの特定の態様の図である。
【図２】図1のシステムの動作を示す図である。
【図３】指定されたプローブ要求送信時間でのプローブ要求の送信をサポートするNANを
含むシステムの特定の態様の図である。
【図４】NANのデバイスにおける動作の第1の例示的方法の流れ図である。
【図５】NANのデバイスにおける動作の第2の例示的方法の流れ図である。
【図６】NANのデバイスにおける動作の第3の例示的方法の流れ図である。
【図７】NANのデバイスにおける動作の第4の例示的方法の流れ図である。
【図８】NANのデバイスにおける動作の第5の例示的方法の流れ図である。
【図９】本明細書で開示される1つまたは複数の方法、システム、装置、および/またはコ
ンピュータ可読媒体の様々な態様をサポートするように動作可能であるワイヤレスデバイ
スの図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図面を参照しながら、本開示の特定の態様が説明される。説明では、図面全体を通じて
共通の特徴が共通の参照番号によって示される。
【００１６】
　図1を参照すると、指定された発見ビーコン送信時間でのビーコン(たとえば、発見ビー
コン130)の送信をサポートする近隣認識ネットワーク(NAN)102を含むシステム100の特定
の態様が示されている。1つまたは複数の電子デバイスは、NAN102の部分であり得る。図1
では、NAN102は、NANデバイス110、112、114、および116(たとえば、NAN102に加入した電
子デバイス)を含む。NAN102は、便宜上示されているにすぎず、限定的なものではない。
たとえば、別の態様では、NAN102は、NAN102内の任意の位置に、任意の電子デバイスを含
み得る。NANデバイス110～116は、固定電子デバイスまたはモバイル電子デバイスであり
得る。たとえば、NANデバイス110～116は、ステーション、アクセスポイント、携帯電話
、ラップトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、マルチメディアデバイス、周辺
デバイス、データ記憶デバイス、またはそれらの組合せを含み、またはそれらに対応し得
る。追加または代替として、NANデバイス110～116は、プロセッサ(たとえば、中央演算処
理装置(CPU)、デジタル信号プロセッサ(DSP)、ネットワーク処理装置(NPU)など)、メモリ
(たとえば、ランダムアクセスメモリ(RAM)、読取り専用メモリ(ROM)など)、および/また
は図9を参照してさらに説明するように、NAN102を介してデータを送り、受信するように
構成された無線インターフェースを含み得る。
【００１７】
　NANデバイス110～116は、NAN102を介してデータおよび/またはサービスを交換し得る。
たとえば、NANデバイス110～116は、1つまたは複数のワイヤレスチャネルを介してワイヤ
レス通信を実施するように構成された電子デバイス(たとえば、ステーション)のグループ
を形成し得る。電子デバイスのグループは、ピアツーピアワイヤレスネットワークを形成
し得る。いくつかの実装では、電子デバイスのグループは、データ経路グループ(たとえ
ば、特定のサービスを共有し、かつ/または1つもしくは複数のセキュリティもしくは認証
機能を共有する電子デバイスのグループ)を含み、またはそれに対応し得る。データ経路
グループは、NANデータ経路とも呼ばれることがある。他の実装形態では、電子デバイス
のグループは、異なるインフラストラクチャレスのアドホックワイヤレスネットワークを
含み、またはそれに対応し得る。電子デバイスのグループはまた、ワイヤレスフィデリテ
ィ(「Wi-Fi」)ネットワークを含み、またはそれに対応し得る。特定の実装形態では、電
子デバイスのグループは、ソーシャルワイヤレスメッシュネットワーク(「ソーシャルWi-
Fiメッシュ」)を含み、またはそれに対応し得る。
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【００１８】
　本明細書では、NAN102は、米国電気電子学会(IEEE)802.11規格などのワイヤレスプロト
コルおよび/または規格に従う動作をサポートし得る。たとえば、NANデバイス110～116は
、IEEE802.11a、b、g、n、ac、またはad規格に従って動作し得る。別の例として、NANデ
バイス110～116は、Wi-Fi Alliance規格あるいは1つまたは複数の他のNAN規格に従って動
作し得る。代替実装では、NANデバイス110～116は、異なるワイヤレスプロトコルまたは
規格に従って動作し得る。さらに、NANデバイス110～116のうちの1つまたは複数は、符号
分割多元接続(CDMA)プロトコル、直交周波数分割多重方式(OFDM)プロトコル、直交周波数
分割多元接続(OFDMA)プロトコル、時分割多元接続(TDMA)プロトコル、空間分割多元接続(
SDMA)プロトコル、またはそれらの組合せなどの1つまたは複数のセルラー通信プロトコル
および/または規格を介してセルラーネットワークと通信するように構成され得る。
【００１９】
　図1はまた、NAN102のカバレッジエリア(たとえば、「レンジ」)に進入したモバイルデ
バイス120を示す。1つまたは複数のモバイル(たとえば、非固定)デバイスは、動作中の様
々な時にNAN102に進入し、退出し得る。特定の実装形態では、本明細書でさらに説明する
ように、モバイルデバイス120は、NAN102に加入するための1つまたは複数の動作を実施す
るように構成され得る。図9を参照してさらに説明するように、モバイルデバイス120およ
びNANデバイス110～116は、NANデバイス110～116およびモバイルデバイス120の間でワイ
ヤレスに通信するように構成された、少なくとも1つのワイヤレス受信機(たとえば、受信
機122および132)および少なくとも1つのワイヤレス送信機(たとえば、送信機124および13
4)を含み得る。本明細書で説明するいくつかの動作が「受信機」または「送信機」を参照
して説明され得るが、他の実装形態では、トランシーバは、データ受信動作とデータ送信
動作の両方を実施し得る。
【００２０】
　NANデバイス110～116のうちの1つまたは複数と、モバイルデバイス120とは、本明細書
でさらに説明するように、1つまたは複数のデータ送信またはデータ受信動作をいつ実施
するかを決定する際に使用するための内部クロックを含み得る。たとえば、第1のNANデバ
イス110は第1の内部クロック140を含み得、モバイルデバイス120は第2の内部クロック142
を含み得る。特定の実装形態では、内部クロック140および142は、20百万分率(ppm)の「
クロックドリフト」に関連する「低電力」システムクロックであり得る。20ppmクロック
ドリフトを伴うシステムクロックは、動作の各秒の間に20マイクロ秒(μs)のクロック誤
差を導入し得る。さらに、NANデバイス110～116のうちの1つまたは複数と、モバイルデバ
イス120とは、1つまたは複数の全地球測位衛星(GPS)信号を受信し、1つまたは複数のセル
ラーネットワークを介して通信し、かつ/または1つまたは複数の他のワイヤレスネットワ
ークを介して通信するように構成され得る。たとえば、第1のNANデバイス110およびモバ
イルデバイス120は、GPS衛星150に通信可能に結合されるGPS受信機126および136をそれぞ
れ含み得る。別の例として、第1のNANデバイス110およびモバイルデバイス120は、それぞ
れ無線インターフェース128および138を介して、セルラーネットワークの基地局160に通
信可能に結合され得る。別の例として、第1のNANデバイス110およびモバイルデバイス120
は、それぞれ無線インターフェース128および138を介して、別のワイヤレスネットワーク
のワイヤレスデバイス170に通信可能に結合され得る。図1に示される特定の実装形態では
、第1のNANデバイス110およびモバイルデバイス120は、本明細書でさらに説明するように
、指定された発見時間に発見ビーコンを送信および受信するように構成され、(GPS衛星15
0、基地局160、ワイヤレスデバイス170、またはそれらの組合せに通信可能に結合されな
い)NANデバイス112～116は、指定された発見ビーコン送信時間に発見ビーコンを送信およ
び/または受信するように構成されない。他の実装形態では、任意の数のNANデバイス112
～116が、内部クロックを含み得、GPS衛星150、基地局160、ワイヤレスデバイス170、ま
たはそれらの組合せに通信可能に結合され得、指定された発見ビーコン送信時間に発見ビ
ーコンを送信および/または受信するように構成され得る。別の特定の実装形態では、指
定された発見ビーコン送信時間に発見ビーコンを送信および/または受信するように構成
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されるNANデバイスが、特定のデバイス製造業者に関連付けられ、他のデバイス製造業者
に関連付けられたデバイスは、指定された発見ビーコン送信時間に発見ビーコンを送信お
よび/または受信するように構成されない。
【００２１】
　動作の間、モバイルデバイス120は、NAN発見を実施して、NAN(たとえば、NAN102)が利
用可能であるかどうかを判定し得る。NAN102のNANプロトコルは、「アンカビーコン」(た
とえば、次回の「発見ウィンドウ」の前に送信される「発見ビーコン」)の周期的ブロー
ドキャストを実現し得る。たとえば、アンカビーコンは、NANプロトコルに従う第1の時間
区間の間に少なくとも1回送信され得る。少なくとも1つのNAN規格によって記載されるよ
うに、第1の時間区間は約200ミリ秒(ms)の持続時間を有する。アンカビーコン(および他
の発見ビーコン)は、NAN対応デバイス(たとえば、NANデバイス110～116およびモバイルデ
バイス120)がNAN102の存在を検出することを可能にし得る。アンカビーコンは、新しく到
着するモバイルデバイス(たとえば、モバイルデバイス120)に、次のNAN発見ウィンドウが
いつ生じるかを通知し得る。NAN発見ウィンドウの間に、NAN対応デバイス(たとえば、NAN
デバイス110～116およびモバイルデバイス120)は、限定はしないが、NAN102内の他のデバ
イスを識別すること、NAN102内のデバイスによって提供されるサービスを識別すること、
NAN102内の対応するデバイスにデータを転送すること、および/または将来のデータ転送(
たとえば、発見ウィンドウの終了に続くデータ転送)をスケジューリングすることを含む
発見動作を実施し得る。発見動作を実施することは、NAN対応デバイスがNAN102に加入す
ることを可能にする。
【００２２】
　アンカビーコンは、NAN102の「アンカマスタ」デバイスまたはNAN102の他の「マスタ」
デバイスによって送信され得る。NAN内で、マスタデバイスは、各NAN発見ウィンドウの開
始時にアンカビーコン(たとえば、「同期ビーコン」)を送信する役目を果たし得る。同期
ビーコンは、アンカマスタデバイスのクロック信号と同期するためにNAN内の他の(たとえ
ば、非マスタ)デバイスによって使用され得る。いくつかの実装では、マスタデバイスは
また、発見ウィンドウをスケジューリングする役目を果たし得る。特定の実装形態では、
発見ウィンドウは16msの持続時間であり得、アンカビーコン後ごとに生じ得る。他の実装
形態では、発見ウィンドウは異なる持続時間を有し得、かつ/または異なる時間に生じ得
る。NANのマスタデバイスがNANから離れる場合、別のデバイスがマスタデバイスとなり得
る。特定の実装形態では、デバイス間の電力消費の平衡を取るために、マスタデバイスの
役割が、異なるNANデバイスに周期的に転送され得る。
【００２３】
　NANプロトコルによれば、NAN内の従来型非マスタデバイスが、潜在的なアンカビーコン
があればそれを受信するために、第1の時間区間(たとえば、少なくとも1つのNAN規格によ
って記載されるように、発見ビーコンがその間に送信され得る約200ms)の全体にわたって
受信機をアクティブにする。しかし、第1の時間区間の全体にわたって受信機をアクティ
ブにすることは、非マスタデバイスにおける著しい電力消費を引き起こす。一方、本開示
の非マスタデバイスは、第1の時間区間の全体にわたってではなく、第1の時間区間の間の
指定された発見ビーコン送信時間に受信機をアクティブにすることによって電力消費を削
減する。特定の実装形態では、非マスタデバイスは「電源オン」モードに入り、指定され
た発見ビーコン送信時間に、約4msの持続時間を有するスキャン区間にわたって受信機を
アクティブにする。さらに、受信機は、約1.58msの持続時間を有するパワーアップ区間、
および約0.13msの持続時間を有するパワーダウン区間にわたってアクティブにされ得る。
他の実装形態では、スキャン区間、パワーアップ区間、およびパワーダウン区間は、異な
る持続時間を有し得る。追加または代替として、スキャン区間の持続時間および指定され
る送信時間の数は、非マスタデバイスにおけるターゲット発見ビーコン送信確率またはタ
ーゲット電力消費に基づいて選択され得る。
【００２４】
　したがって、複数のデバイス(たとえば、第1のNANデバイス110およびモバイルデバイス
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120)は、1つまたは複数の指定された発見ビーコン送信時間に関連するタイミング情報144
を記憶し得る。特定の実装形態では、第1のNANデバイス110はマスタデバイスとして働き
得、第1の内部クロック140に少なくとも部分的に基づいて決定される、指定された発見ビ
ーコン送信時間に、NANデバイス112～116およびモバイルデバイス120に発見ビーコン130
を送信し得る。指定された発見ビーコン送信時間は、少なくとも第1のNANデバイス110お
よびモバイルデバイス120に記憶されたタイミング情報144によって示され得る。たとえば
、タイミング情報144は、第1の時間区間(たとえば、200ms時間区間)の間に発見ビーコン
が送信されるべき時間オフセットを含み得る。特定の実装形態では、第1の発見ビーコン
が、第1の時間区間の間の時間オフセットの第1の発生時に送信され得、追加の発見ビーコ
ンが、第1の時間区間の間の複数の時間オフセットに送信され得る。一例として、発見ビ
ーコンは、例示的時間オフセット20msでは、200ms時間区間の間に約20msごとに(たとえば
、20ms、40ms、60msなどに)送信される。
【００２５】
　特定の実装形態では、モバイルデバイス120は非マスタデバイスとして働き、指定され
た発見ビーコン送信時間のスキャンウィンドウ(たとえば、スキャン期間)の持続時間にわ
たって、または指定された発見ビーコン送信時間に、発見ビーコンのスキャンを実施し得
る。たとえば、モバイルデバイス120は、指定された発見ビーコン送信時間に受信機122を
アクティブにしてスキャンを実施し、したがって発見ビーコン130を受信し得る。特定の
実装形態では、モバイルデバイス120は、受信機122をアクティブにする前は低電力モード
(たとえば、「スリープ」モード)であり得、モバイルデバイス120は「電源オン」モード
に入り、受信機122をアクティブにし得る。特定の実装形態では、モバイルデバイス120は
、少なくとも、指定された発見ビーコン送信時間によって、受信機122をアクティブにし
得る。別の実装形態では、モバイルデバイス120は、指定された発見ビーコン送信時間の
前に受信機122をアクティブにしてスキャンを実施し得、したがって指定された発見ビー
コン送信時間は、スキャンウィンドウの持続時間の間に生じる。スキャンウィンドウの持
続時間は、モバイルデバイス120の製造中にモバイルデバイス120内に事前プログラムされ
得、持続時間は、内部クロック140および142のクロックドリフトを補償するように選択さ
れ得る。一例として、スキャンウィンドウの持続時間は約4msであり得る。
【００２６】
　指定された発見ビーコン送信時間での単一のビーコン送信が説明されたが、そのような
説明は限定的なものではない。たとえば、タイミング情報144は、第1の時間区間の間の複
数の指定された発見ビーコン送信時間を示し得る。複数の指定された発見ビーコン送信時
間が示されるとき、モバイルデバイス120は、指定された発見ビーコン送信時間の各々で
の対応するスキャンウィンドウにわたって受信機122をアクティブにし得る。さらに、他
の実装形態では、NANデバイス112～116のうちの1つまたは複数は、内部クロックを含み得
、モバイルデバイス120と同様に、指定された発見ビーコン送信時間に受信機をアクティ
ブにし得る。追加または代替として、NANデバイス112～116のうちのいくつかは、第1の時
間区間の全体にわたって受信機をアクティブにするように構成され得る。たとえば、NAN
デバイス112～116のうちのいくつかは、レガシーデバイスや、他のデバイス製造業者に関
連するデバイスなどの、指定された発見ビーコン送信時間を記憶しないデバイスであり得
る。
【００２７】
　第1の時間区間の残りの部分の間(たとえば、1つまたは複数のスキャンウィンドウに関
連しない時間)、モバイルデバイス120は受信機122を非アクティブにし得る。特定の実装
形態では、モバイルデバイス120は、受信機122が非アクティブにされるときに低電力(た
とえば、スリープ)モードに入り得る。第1の時間区間の残りの部分の間、受信機122を非
アクティブにすること、および/または低電力(たとえば、スリープ)モードに入ることは
、第1の時間区間の全体にわたって受信機122をアクティブにすることと比較して、電力消
費を削減する。モバイルデバイス120は、発見ウィンドウの間に、電源オンモードに入り
得、受信機122をアクティブにして1つまたは複数の発見動作を実施し得る。たとえば、モ
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バイルデバイス120は、発見ウィンドウの開始前、または発見ウィンドウの間に受信機122
をアクティブにし得る。例示のために、発見ウィンドウの開始時間前の時間に、発見ビー
コン130は示し得、受信機122はアクティブにされ得る。あるいは、モバイルデバイス120
は、発見ビーコン130によって示されるように、発見ウィンドウの開始時間後に受信機122
をアクティブにし得る。発見ウィンドウの開始時間は、指定された発見ビーコン送信時間
の後に続く。1つまたは複数の発見動作は、モバイルデバイス120がNAN102に加入すること
を可能にし得る。
【００２８】
　NAN102に従って動作するために、モバイルデバイス120の受信機122は、第1の動作モー
ドで構成され得る。第1の動作モードでは、受信機122は、指定された発見ビーコン送信時
間にアクティブにされ、別の時間に非アクティブにされる。動作中の1つまたは複数の時
間に、モバイルデバイス120は、指定された発見ビーコン送信時間に発見ビーコンを送信
しないマスタデバイスを有する他のNANに加入し得る。他のNANとともに動作するために、
モバイルデバイス120は、受信機122を第2の動作モードで構成する。第2の動作モードは、
第1の時間区間の全体にわたって受信機122をアクティブにさせる。動作モードは、指定さ
れた発見ビーコン送信時間での発見ビーコンのスキャンに基づいて決定され得る。たとえ
ば、モバイルデバイス120は、指定された発見ビーコン送信時間に発見ビーコンが受信さ
れたかどうかを判定し得る。特定の実装形態では、モバイルデバイス120は、第1の時間区
間(たとえば、200ms時間区間)の間の指定された発見ビーコン送信時間に発見ビーコンを
スキャンし、発見ビーコンが受信されたかどうかを判定し得る。別の実装形態では、モバ
イルデバイス120は、複数の時間区間の間の指定された発見ビーコン送信時間に発見ビー
コンをスキャンし、発見ビーコンが受信されたかどうかを判定し得る。指定された発見ビ
ーコン送信時間の数はタイミング情報144によって示され得、タイミング情報144は、製造
中にモバイルデバイス120内に記憶され(たとえば、事前プログラムされ)得る。指定され
た発見ビーコン送信時間に発見ビーコンが受信されなかったと判定したことに応答して、
モバイルデバイス120は、受信機122を第2の動作モードで構成し得、したがって受信機122
は、時間区間(たとえば、約200ms)の全体にわたってアクティブにされる。したがって、
モバイルデバイス120が指定された発見ビーコン送信時間にどんな発見ビーコンも検出し
ない場合、モバイルデバイス120は、受信機122を第2の動作モードに切り換え得る。
【００２９】
　特定の実装形態では、内部クロック140および142は、第1のNANデバイス110およびモバ
イルデバイス120の外部にある第1のクロック基準に基づいて同期され、第1の内部クロッ
ク140と第2の内部クロック142との間で同期が維持され得る。特定の実装形態では、第1の
クロック基準は、GPS衛星150から受信されたGPS信号152を含み、またはそれに対応し得る
。第1のNANデバイス110およびモバイルデバイス120は、GPS受信機126、136をアクティブ
にし、GPS衛星150からGPS信号152を取得(たとえば、受信)し得る。たとえば、第1のNANデ
バイス110は、GPS信号152を取得するための第1の頻度で特定の持続時間にわたってGPS受
信機136をアクティブにして、第1のNANデバイス110においてGPS信号152を受信し得る。た
とえば、GPS受信機136は、約6分ごとに、約1秒の特定の持続時間にわたってアクティブに
され得る。同様に、モバイルデバイス120は、約6分ごとに、特定の持続時間(たとえば、
約1秒)にわたってGPS受信機126をアクティブにして、モバイルデバイス120においてGPS信
号152を受信し得る。
【００３０】
　GPS信号152を取得(たとえば、受信)した後、第1のNANデバイス110およびモバイルデバ
イス120は、GPS信号152に基づいて内部クロック140および142を同期し得る。GPS信号152
に基づいて内部クロック140および142を同期することは、指定された発見ビーコン送信時
間に第1のNANデバイス110が発見ビーコン130を送信するとき、モバイルデバイス120の受
信機が非アクティブにされ得る可能性を低減または解消し得る。たとえば、内部クロック
140および142に関連するクロックドリフトは、内部クロック140および142のタイミングを
発散させ得る。タイミングが十分な量に発散する場合、第1の内部クロック140に基づいて
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決定される、指定された発見ビーコン送信時間が、第2の内部クロック142を使用して決定
されるスキャンウィンドウ外となり、したがってモバイルデバイス120が発見ビーコン130
を受信することを失敗させ得る。しかし、クロック基準(たとえば、GPS信号152)に基づい
て内部クロック140および142を同期することは、発散が発見ビーコン送信の間にモバイル
デバイス120の受信機を非アクティブにさせる前に、内部クロック140と142との間の発散
を周期的になくすことによってクロックドリフトを補償し得る。したがって、指定された
発見ビーコン送信時間にモバイルデバイス120が発見ビーコン130を受信しない可能性が低
減または解消される。
【００３１】
　他の実装形態では、第1のNANデバイス110およびモバイルデバイス120の外部にある第1
のクロック基準は、GPS信号152とは異なる信号であり得る。たとえば、第1のクロック基
準は、基地局160から受信されるページング信号162であり得る。第1のNANデバイス110お
よびモバイルデバイス120は、ページング信号162に基づいて内部クロック140および142を
同期し得る。別の例として、第1のクロック基準は、ワイヤレスデバイス170から受信され
るクロック信号172であり得る。いくつかの実装では、ワイヤレスデバイス170は、(電池
ではなく)外部電源174に結合され得、内部クロック140および142よりも正確な(たとえば
、よりも低いクロックドリフトに関連付けられる)クロックを有し得る。特定の実装形態
では、ワイヤレスデバイス170は、IEEE802.11ワイヤレスネットワーク(たとえば、Wi-Fi
ネットワーク)内のアクセスポイント(AP)であり得、第1のNANデバイス110およびモバイル
デバイス120は、それぞれ無線インターフェース138および128を介してワイヤレスデバイ
ス170からクロック信号172受信し得る。あるいは、ワイヤレスデバイス170は、Wi-Fiネッ
トワーク内のステーション(STA)であり得、第1のNANデバイス110およびモバイルデバイス
120は、それぞれ無線インターフェース138および128を介してワイヤレスデバイス170から
クロック信号172を受信し得る。あるいは、ワイヤレスデバイス170は、Wi-Fi Direct伝送
プロトコルまたは規格に従ってグループ所有者(GO)として働くデバイスであり得、ワイヤ
レスデバイス170は、WiFi-Direct送信または他のピアツーピア(P2P)送信を介して第1のNA
Nデバイス110およびモバイルデバイス120にクロック信号172を送信し得る。クロック信号
172を受信した後、第1のNANデバイス110およびモバイルデバイス120は、クロック信号172
に基づいて内部クロック140および142を同期し得る。
【００３２】
　別の特定の実装形態では、内部クロック140および142が、第1のNANデバイス110および
モバイルデバイス120の外部にある複数のクロック基準に基づいて同期され得る。たとえ
ば、第1のNANデバイス110およびモバイルデバイス120は、第1のクロック基準に基づいて
内部クロック140および142に対する第1の同期動作(たとえば、「粗同調」)を実施し得る
。第1のNANデバイス110およびモバイルデバイス120はまた、内部クロック140および142に
対する第2の同期動作(たとえば、「微同調」)を実施し得る。第1のクロック基準は、GPS
信号152を含み、またはそれに対応し得る。たとえば、第1のNANデバイス110およびモバイ
ルデバイス120は、第2の頻度で特定の持続時間(たとえば、約1秒)にわたってGPS受信機13
6、126をアクティブにし、GPS信号152を取得し得る。第2の同期動作は、基地局160とデバ
イス(たとえば、第1のNANデバイス110およびモバイルデバイス120)との間の通信に関連す
るページングチャネルを介して、または基地局160とデバイスとの間の通信に関連するブ
ロードキャストチャネルを介して受信されるページング信号162に基づいて実施され得る
。特定の実装形態では、基地局160は、Long Term Evolution(LTE)ワイヤレス規格に従っ
て動作するように構成され得、ページング信号162は、約5秒に1回の比率でページングチ
ャネルを介して受信され得る。他の実装形態では、第1のNANデバイス110およびモバイル
デバイス120は、異なる基地局に通信可能に結合され得、異なるページング信号に基づい
て第2の同期動作を実施し得る。
【００３３】
　内部クロック140および142に対する第1の同期動作(たとえば、粗同調)および第2の同期
動作(たとえば、微同調)を実施することは、第2の同期動作を実施することなく第1の同期
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動作を実施することと比較して、より少ない第1の同期動作を使用して第1の内部クロック
140と第2の内部クロック142との間の同期を維持し得る。特定の実装形態では、第2の同期
動作が実施されない場合の約6分に1回のアクティブにの頻度(たとえば、第1の頻度)と比
較して、第2の同期動作が実施される場合、GPS受信機136、126のアクティブにの頻度(た
とえば、第2の頻度)は約1時間に1回であり得る。GPS受信機136、126をアクティブにする
ことは基地局160と通信することよりも多くの電力を消費するので、GPS受信機136、126を
アクティブにする頻度を低減することは、第1のNANデバイス110およびモバイルデバイス1
20での電力消費を削減する。
【００３４】
　さらに、第1のNANデバイス110およびモバイルデバイス120が異なる基地局に通信可能に
結合される実装では、GPS信号152に基づいて第1の同期動作を実施することが、異なる基
地局の基地局クロック(および対応するページング信号)間の差を補償し得る。たとえば、
第1のNANデバイス110およびモバイルデバイス120が、異なるサービスプロバイダに関連す
る異なる基地局に通信可能に結合される場合、対応する基地局クロックおよびページング
信号が、厳密に同期されないことがある。しかし、対応するページング信号の差が、GPS
信号152(たとえば、グローバル同期信号)に基づく第1の同期動作の実施によって補償され
得る。
【００３５】
　別の特定の実装形態では、第1のNANデバイス110は、NAN102内の非マスタデバイスとし
て働き得る。この実装では、NAN102のマスタデバイスは、指定された発見ビーコン送信時
間に発見ビーコンを送信しないことがある。第1のNANデバイス110は、タイミング情報144
に基づく指定された発見ビーコン送信時間に、1つまたは複数の発見ビーコンを求めてNAN
102をスキャンし得る。第1のNANデバイス110は、指定された発見ビーコン送信時間に発見
ビーコンが受信されなかったと判定したことに応答して、NANデバイス112～116およびモ
バイルデバイス120に発見ビーコン130を送信し得る。たとえば、第1のNANデバイス110は
、指定された発見ビーコン送信時間から始まる、またはそれを包含するスキャンウィンド
ウの間、発見ビーコン130を送信し得る。
【００３６】
　指定された発見ビーコン送信時間に少なくとも1つの発見ビーコンが受信されたと第1の
NANデバイス110が判定する場合、第1のNANデバイス110は、発見ビーコン130の送信を抑制
し、電力消費を削減し得る。第1のNANデバイス110は、第1の時間区間の残りの部分(たと
えば、指定された発見ビーコン送信時間以外の時間)の間、受信機132を非アクティブにし
得る。指定された発見ビーコン送信時間に発見ビーコン130を送信することによって、マ
スタデバイスとして働かないときであっても、第1のNANデバイス110は、NAN102内の他の
デバイス(たとえば、モバイルデバイス120)が、指定された発見ビーコン送信時間のスキ
ャンウィンドウの間に発見ビーコン130を受信することを可能にし得、第1の時間区間の残
りの部分の間、受信機を非活動にすることで電力を節約し得る。
【００３７】
　したがって、システム100は、非マスタデバイスが時間区間の部分にわたって受信機を
非アクティブにし得るNAN発見の様々な態様をサポートし得る。時間区間(たとえば、約20
0ms)の全体にわたって受信機をアクティブにする代わりに、非マスタデバイスは、非マス
タデバイスに記憶された、指定された発見ビーコン送信時間のスキャンウィンドウにわた
って受信機をアクティブにし得る。マスタデバイスは、指定された発見ビーコン送信時間
に発見ビーコンの送信をスケジューリングするので、非マスタデバイスは、時間区間の残
りの部分(たとえば、スキャンウィンドウに関連しない時間)にわたって受信機を非アクテ
ィブにし、それによって、時間区間の全体にわたって受信機をアクティブにすることと比
較して電力消費を削減し得る。さらに、マスタデバイスおよび非マスタデバイスは、少な
くとも1つのクロック基準(たとえば、GPS信号または基地局からのページング信号)に基づ
いて内部クロックを同期し、マスタデバイスが発見ビーコンを送信するときにクロックド
リフトが非マスタデバイスの受信機を非アクティブにさせる可能性を低減または解消し得
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る。
【００３８】
　NANに進入するデバイス(たとえば、モバイルデバイス120)を参照して1つまたは複数の
態様が本明細書で説明されるが、記載のNAN発見技法はまた、すでにNANの部分であるデバ
イスによって使用され得ることに留意されたい。たとえば、第1のNAN内のデバイスは、指
定された発見ビーコン送信時間に第2の重複するNANに関連する発見ビーコンを受信し得る
。デバイスは、指定された発見ビーコン送信時間に受信機をアクティブにして、第2のNAN
から発見ビーコンを受信し得、他の時間に受信機を非アクティブにして、電力を節約し得
る。デバイスは第2のNANに加入し、受信した発見ビーコンに基づいてNAN発見を実施し得
る。特定の態様では、デバイスは、同時に複数のNANの部分であり得、かつ/または複数の
NANをより大規模なNANとして共にマージ/ブリッジし得る。
【００３９】
　図2は、システム100での動作を示し、全般的に200と指定される。図2では、NAN内のNAN
動作が、時間を表す水平軸202に沿って示されている。
【００４０】
　図2に示されるように、NANデバイス(たとえば、マスタデバイス)は、マスタデバイスの
内部クロックに基づく時刻t1およびt7に、それぞれアンカビーコン210および212を周期的
に送信し得る。アンカビーコン210および212は、それぞれ次回の発見ウィンドウ(DW)230
および232の前に、マスタデバイスの内部クロックとの間の非マスタデバイス内部クロッ
クの同期を可能にし得る。マスタデバイス(たとえば、図1の第1のNANデバイス110)はまた
、マスタデバイスの内部クロックに基づく指定された発見ビーコン送信時間t2～t6に、1
つまたは複数の発見ビーコン220～228を送信し得る。指定された発見ビーコン送信時間t2
～t6は、NAN内の複数のNANデバイスにおいて「知られ」(たとえば、記憶され)得る。発見
ビーコン220～228は、次の発見ウィンドウ(たとえば、発見ウィンドウ232)の開始時間を
示し得る。
【００４１】
　モバイルデバイス(たとえば、図1のモバイルデバイス120)が、時刻t1より前にNANカバ
レッジエリア内に到着したとき、モバイルデバイスは電源オンモードに入り、指定された
発見ビーコン送信時間t2～t6のうちの1つまたは複数においてスキャンウィンドウの持続
時間にわたって受信機をアクティブにし、発見ビーコンをスキャンし得る。たとえば、モ
バイルデバイスは、モバイルデバイスの内部クロックに基づくスキャンウィンドウ240～2
48のうちの1つまたは複数の持続時間にわたって受信機をアクティブにし得る。スキャン
ウィンドウ240～248は、指定された発見ビーコン送信時間t2～t6を含むようにスケジュー
リングされ得る。たとえば、第1のスキャンウィンドウ240は、指定された発見ビーコン送
信時間t2の前に開始し得、指定された発見ビーコン送信時間t2の後に終了し得る。受信機
が、スキャンウィンドウ240～248のうちの1つまたは複数の間、アクティブにされるとき
、モバイルデバイスは、発見ビーコン220～228のうちの1つまたは複数を受信し得る。モ
バイルデバイスは、発見ビーコン220～228のうちの1つまたは複数に基づいて、次回の発
見ウィンドウ(たとえば、発見ウィンドウ232)の開始時間を決定し得、次回の発見ウィン
ドウの間にNAN発見動作を実施し得る。
【００４２】
　さらに、モバイルデバイスは、低電力(たとえば、スリープ)モードに入り、スキャンウ
ィンドウ240～248に関連しない時間区間(たとえば、t1からt7)の残りの部分にわたって受
信機を非アクティブにし、時間区間の全体にわたって受信機をアクティブにすることと比
較して電力を節約し得る。別のシステムでは、モバイルデバイスの内部クロックまたはマ
スタデバイスの内部クロックに関連するクロックドリフトが、内部クロックの発散を引き
起こし得、それによって、モバイルデバイスの受信機が非アクティブにされるときに、マ
スタデバイスが発見ビーコン220～228を送信する。マスタデバイスが(たとえば、指定さ
れた発見ビーコン送信時間t2～t6の間に)発見ビーコン220～228を送信するときにモバイ
ルデバイスの受信機が非アクティブにされる可能性を低減または解消するために、マスタ
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デバイスおよびモバイルデバイスは、図1を参照して説明したように、1つまたは複数のク
ロック基準(たとえば、GPS信号および基地局からのページング信号)に基づいて1つまたは
複数の同期動作を実施し得る。したがって、図2の動作は、指定された発見ビーコン送信
時間に受信機をアクティブにし、対応する時間区間の残りの部分にわたって受信機を非ア
クティブにする(たとえば、低電力モードに入る)ことによって、移動局が電力を節約する
ことを可能にする。
【００４３】
　図3を参照すると、指定されたプローブ要求送信時間でのNAN内のプローブ要求(たとえ
ば、プローブ要求302)の送信をサポートするシステム300の特定の態様が示されている。
システム300は、図1のNAN102、NANデバイス110～116、モバイルデバイス120、GPS衛星150
、基地局160、およびワイヤレスデバイス170を含む。
【００４４】
　動作の間、モバイルデバイス120は、非マスタデバイスとして働き得、1つまたは複数の
指定されたプローブ要求送信時間にNAN102を介してプローブ要求302(たとえば、プローブ
要求メッセージまたはフレーム)を送信し得る。指定されたプローブ要求送信時間は、複
数のデバイス(たとえば、第1のNANデバイス110およびモバイルデバイス120)に記憶された
タイミング情報144によって示され得る。モバイルデバイス120は、第2の内部クロック142
に基づいて、かつタイミング情報144に基づいて、指定されたプローブ要求送信時間を決
定し得る。特定の実装形態では、指定されたプローブ要求送信時間は、アンカビーコンに
関連する送信時間(たとえば約200msごとに1回生じる送信時間)とは別個のものであり得る
。
【００４５】
　第1のNANデバイス110でのプローブ要求302の受信を可能にするために、第1のNANデバイ
ス110は、指定されたプローブ要求送信時間に、1つまたは複数のプローブ要求を求めてNA
N102のスキャンを実施し得る。第1のNANデバイス110は、タイミング情報144に基づいて、
かつ第1の内部クロック140に基づいて、指定されたプローブ要求送信時間を決定し得る。
特定の実装形態では、第1のNANデバイス110は、電源オンモードに入り、指定されたプロ
ーブ要求送信時間にスキャンウィンドウの持続時間にわたって第1のNANデバイス110の受
信機132をアクティブにし、スキャンを実施し得る。スキャンウィンドウは、指定された
プローブ要求送信時間に開始し得、または指定されたプローブ要求送信時間の前に開始し
得る。特定の実装形態では、第1のNANデバイス110はマスタデバイスとして働き、モバイ
ルデバイス120からプローブ要求302を受信したことに応答して、モバイルデバイス120に
プローブ応答304(たとえば、プローブ応答メッセージまたはフレーム)を送信し得る。プ
ローブ応答304は、次回の発見ウィンドウ(たとえば、次回の発見ウィンドウに関連するス
ケジュール/タイミング情報)を示し得る。第1のNANデバイス110は、低電力(たとえば、ス
リープ)モードに入り、指定されたプローブ要求送信時間に関連するスキャンウィンドウ
を含まない時間区間の残りの部分にわたって受信機132を非アクティブにし、第1のNANデ
バイス110での電力消費を削減し得る。
【００４６】
　モバイルデバイス120の第2の内部クロック142を第1のNANデバイス110の第1の内部クロ
ック140と同期するために、第1のNANデバイス110およびモバイルデバイス120は、図1を参
照して説明したように、GPS信号152、ページング信号162、クロック信号172、またはそれ
らの組合せに基づいて同期動作を実施し得る。GPS信号152、ページング信号162、クロッ
ク信号172、またはそれらの組合せに基づいて内部クロック140および142を同期すること
は、モバイルデバイス120がプローブ要求302を送信するときに第1のNANデバイス110の受
信機が非アクティブにされる可能性を低減または解消し得る。たとえば、第1の内部クロ
ック140または第2の内部クロック142に関連するクロックドリフトが、同期動作を実施す
ることによって補償され得る。
【００４７】
　したがって、アクティブスキャニングがシステム300内で使用されるとき、NAN102のマ
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スタデバイスは、NAN規格によって指定される時間区間の全体にわたってではなく、指定
されたプローブ要求送信時間に(たとえば、スキャンウィンドウの持続時間にわたって)受
信機をアクティブにし得る。非マスタデバイスは、指定されたプローブ要求送信時間にプ
ローブ要求の送信をスケジューリングするので、マスタデバイスは、プローブ要求を見過
ごすことなく、時間区間の残りの部分にわたって受信機を非アクティブにし(たとえば、
低電力モードに入り)、それによって、時間区間の全体にわたって受信機をアクティブに
することと比較して電力を節約し得る。マスタデバイスおよび非マスタデバイスは、少な
くとも1つのクロック基準(たとえば、GPS信号、基地局からのページング信号、またはワ
イヤレスデバイスからのクロック信号)に基づいて内部クロックを同期するので、非マス
タデバイスがプローブ要求を送信するときにクロックドリフトがマスタデバイスの受信機
を非アクティブにさせる可能性が低減または解消される。さらに、プローブ要求の送信が
指定されたプローブ要求送信時間(たとえば、時間区間の一部)の間にスケジューリングさ
れるので、時間区間の残りの部分の間、プローブ要求は送信されない。したがって、時間
区間の残りの部分の間、NAN102内の「汚染」が低減され、プローブ要求によって引き起こ
されるNAN102の他のワイヤレス送信に対する干渉が、時間区間の残りの部分の間、低減ま
たは解消される。
【００４８】
　図4を参照すると、NANのデバイスにおける動作の第1の例示的方法が示され、400と指定
されている。方法400は、NANの電子デバイスにおいて実施され得る。たとえば、方法400
は、図1の第1のNANデバイス110において実施され得る。
【００４９】
　方法400は、402において、指定された発見ビーコン送信時間にNAN内の電子デバイスに
おいて発見ビーコンを送信することを含む。たとえば、第1のNANデバイス110は、指定さ
れた発見ビーコン送信時間に発見ビーコン130を送信し得る。指定された発見ビーコン送
信時間は、電子デバイスの内部クロックに少なくとも部分的に基づいて決定され得る。た
とえば、指定された発見ビーコン送信時間は、図1の第1のNANデバイス110の第1の内部ク
ロック140に少なくとも部分的に基づいて決定され得る。内部クロックは、電子デバイス
の外部にある第1のクロック基準に同期され得る。
【００５０】
　特定の実装形態では、電子デバイスはNANのマスタデバイスであり得る。追加または代
替として、指定された発見ビーコン送信時間に関連するタイミング情報が、NAN内の複数
の電子デバイスに記憶され得る。たとえば、タイミング情報は、図1の第1のNANデバイス1
10に記憶されたタイミング情報144を含み、またはそれに対応し得る。
【００５１】
　方法400は、404において、第1のクロック基準に基づいて内部クロックを同期すること
をさらに含む。特定の実装形態では、第1のクロック基準はGPS信号を含み得る。たとえば
、第1の内部クロック140は、図1のGPS信号152に基づいて(たとえば、他のデバイスの他の
内部クロックに)同期され得る。
【００５２】
　特定の実装形態では、発見ビーコンは、1つまたは複数のNAN対応デバイスがNANの存在
を検出することを可能にし得る。たとえば、発見ビーコン130は、モバイルデバイス120が
図1のNAN102の存在を検出することを可能にし得る。追加または代替として、発見ビーコ
ンは、NANの次回の発見ウィンドウを識別し得る。たとえば、次回の発見ウィンドウは、
図2の発見ウィンドウ232を含み、またはそれに対応し得る。次回の発見ウィンドウは、指
定された発見ビーコン送信時間の後に(たとえば、その後に)開始し得る。方法400は、次
回の発見ウィンドウの間に1つまたは複数のNAN動作を実施することをさらに含み得る。1
つまたは複数のNAN動作は、1つまたは複数のNAN対応デバイスがNANに加入することを可能
にし得る。たとえば、第1のNANデバイス110は、モバイルデバイス120がNAN102に加入する
ことを可能にするための1つまたは複数の動作を実施し得る。
【００５３】
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　別の特定の実装形態では、指定された発見ビーコン送信時間は、時間区間の間の特定の
時間オフセットにおいて生じる得る。たとえば、指定された発見ビーコン送信時間t2は、
発見ウィンドウ230の終了と、発見ウィンドウ232の開始との間の間隔の間の特定の時間オ
フセットに生じ得る。さらに、方法400は、複数の指定された発見ビーコン送信時間に発
見ビーコンを送信することをさらに含む。たとえば、発見ビーコンは、指定された発見ビ
ーコン送信時間t2～t6の各々において送信され得る。複数の指定された発見ビーコン送信
時間の各々は、時間区間の間の複数の特定の時間オフセットに生じ得る。
【００５４】
　別の特定の実装形態では、方法400は、時間区間の間に複数回、発見ビーコンを送信す
ることをさらに含む。一例として、時間区間は約300ミリ秒であり得る。
【００５５】
　別の特定の実装形態では、方法400は、第2の時間区間の間の特定の持続時間にわたって
電子デバイスのGPS受信機をアクティブにすること、GPS受信機においてGPS信号を受信す
ること、およびGPS信号に基づいて内部クロックを同期することをさらに含む。特定の持
続時間は約1秒を含み得、第2の時間区間は約6分を含み得る。たとえば、第1のNANデバイ
ス110は、GPS受信機136をアクティブにし、GPS信号152を受信し、GPS信号152に基づいて
第1の内部クロック140を同期し得る。
【００５６】
　別の特定の実装形態では、方法400は、電子デバイスの外部にある第2のクロック基準に
基づいて内部クロックの追加の同期を実施することをさらに含む。第2のクロック基準は
、電子デバイスと基地局との間の通信に関連するページングチャネルまたはブロードキャ
ストチャネルを介して受信されたページング信号を含み得る。たとえば、図1を参照する
と、第1のNANデバイス110は、基地局160からページング信号162を受信し得る。特定の実
装形態では、基地局は、LTEワイヤレス規格に従って動作するように構成され得る。方法4
00は、電子デバイスにおいてページング信号を受信すること、およびページング信号に基
づいて内部クロックの追加の同期を実施することをさらに含む。ページング信号は、約5
秒に1回の比率で受信され得る。
【００５７】
　別の特定の実装形態では、第1のクロック基準は、ワイヤレスネットワークのアクセス
ポイント(AP)から受信されたクロック信号を含み得る。たとえば、第1のクロック基準は
、図1のワイヤレスデバイス170から受信されたクロック信号172を含み、またはそれに対
応し得る。方法400は、電子デバイスにおいて無線インターフェースをアクティブにする
こと、無線インターフェースを介してAPからクロック信号を受信すること、およびクロッ
ク信号に基づいて内部クロックを同期することをさらに含み得る。たとえば、第1のNANデ
バイス110は、無線インターフェース138をアクティブにし、ワイヤレスデバイス170から
クロック信号172を受信し得る。あるいは、第1のクロック基準は、グループ所有者(GO)と
して働くワイヤレスデバイスから受信されたクロック信号を含み得る。たとえば、クロッ
ク信号は、図1のワイヤレスデバイス170からWiFi-Direct送信を介して受信されたクロッ
ク信号172を含み、またはそれに対応し得る。あるいは、第1のクロック基準は、ワイヤレ
スネットワークのステーションから受信されたクロック信号を含み得る。ステーションは
外部電源に結合され得る。たとえば、ワイヤレスデバイス170は外部電源174に結合され得
る。
【００５８】
　特定の実装形態では、方法400は、第2の指定された発見ビーコン送信時間に電子デバイ
スの受信機をアクティブにすること、および第1のクロック基準に内部クロックを同期す
ることを含む。受信機は、第2のNANに関連する発見ビーコンをスキャンするようにアクテ
ィブにされ得、第2の指定された発見ビーコン送信時間は、電子デバイスの内部クロック
に基づいて決定され得る。たとえば、モバイルデバイス120は、指定された発見ビーコン
送信時間に受信機122をアクティブにし得、図5を参照してさらに説明するように、第2の
内部クロック142を同期し得る。
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【００５９】
　特定の実装形態では、方法400は、第2の指定された発見ビーコン送信時間に、かつ第2
のスキャン区間の間、1つまたは複数の発見ビーコンをスキャンすること、第1のクロック
基準に内部クロックを同期すること、および第2のスキャン区間の間に発見ビーコンが受
信されなかったと判定したことに応答して、第2の発見ビーコンを送信することを含み得
る。たとえば、第1のNANデバイス110は、図8を参照してさらに説明するように、スキャン
区間の間に発見ビーコンが受信されなかったと判定したことに応答して、追加の発見ビー
コンを送信し得る。
【００６０】
　方法400は、第1のクロック基準に同期される電子デバイスの内部クロックに少なくとも
部分的に基づいて、指定された発見ビーコン時間に電子デバイスが発見ビーコンを送信す
ることを可能にし得る。
【００６１】
　図5を参照すると、NANのデバイスにおける動作の第2の例示的方法が示され、500と指定
されている。方法500は、図1のモバイルデバイス120において実施され得る。方法500は、
NANの電子デバイスにおいて実施され得る。たとえば、方法500は、NANを探索する方法と
してモバイルデバイス120において実施され得る。
【００６２】
　方法500は、502において、指定された発見ビーコン送信時間にモバイルデバイスの受信
機をアクティブにすることを含む。たとえば、モバイルデバイス120は、指定された発見
ビーコン送信時間に受信機122をアクティブにし得る。受信機は、NANに関連する発見ビー
コンをスキャンするようにアクティブにされ得る。たとえば、受信機122は、図1のNAN102
に関連する発見ビーコンをスキャンするようにアクティブにされ得る。指定された発見ビ
ーコン送信時間は、モバイルデバイスの内部クロックに少なくとも部分的に基づいて決定
され得る。たとえば、指定された発見ビーコン送信時間は、図1の第2の内部クロック142
に少なくとも部分的に基づいて決定され得る。
【００６３】
　方法500は、504において、モバイルデバイスの外部にあるクロック基準に内部クロック
を同期することをさらに含む。特定の実装形態では、クロック基準はGPS信号を含み得る
。たとえば、第2の内部クロック142は、図1のGPS信号152に同期され得る。
【００６４】
　特定の実装形態では、方法500は、スキャン区間の間に(指定された発見ビーコン送信時
間に)発見ビーコンを受信することをさらに含む。たとえば、モバイルデバイス120は、図
1の第1のNANデバイス110から発見ビーコン130を受信し得る。発見ビーコンは、NANの次回
の発見ウィンドウを識別し得る。次回の発見ウィンドウは、発見ビーコン送信時間の後に
(たとえば、その後に)開始する。たとえば、次回の発見ウィンドウは、図2の発見ウィン
ドウ232を含み、またはそれに対応し得る。この特定の実装形態では、方法500は、発見ビ
ーコンを受信した後に低電力(たとえば、スリープ)モードに入ることをさらに含み得る。
受信機は、低電力モードの間、非アクティブにされ得る。たとえば、モバイルデバイス12
0は、低電力モードの間、受信機122を非アクティブにし得る。方法500は、電源オンモー
ドに入ること、次回の発見ウィンドウの間に少なくとも1つの発見動作を実施することを
さらに含み得る。受信機は、電源オンモードの間、アクティブにされ得る。たとえば、受
信機122は、発見ウィンドウの開始時間の前に、または発見ウィンドウの間にアクティブ
にされ得る。少なくとも1つの発見動作は、NAN内の他のデバイスを識別すること、NAN内
のデバイスによって提供されるサービスを識別すること、NAN内の他のデバイスにデータ
を転送すること、および/または将来のデータ転送をスケジューリングすることを含み得
る。少なくとも1つの発見動作は、モバイルデバイスがNANに加入することを可能にし得る
。
【００６５】
　別の特定の実装形態では、方法500は、スキャンウィンドウの持続時間の間の指定され
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た発見ビーコン送信時間に、NANの電子デバイスから発見ビーコンを受信することをさら
に含む。たとえば、モバイルデバイス120は、図2のスキャンウィンドウ240～248のうちの
1つまたは複数の間に、図1の第1のNANデバイス110から発見ビーコン130を受信し得る。受
信機は、指定された発見ビーコン送信時間に、スキャンウィンドウの持続時間にわたって
アクティブにされ得る。たとえば、スキャンウィンドウは、図2のスキャンウィンドウ240
～248を含み、またはそれに対応し得、受信機122は、スキャンウィンドウの間、アクティ
ブにされ得る。この実装では、方法500は、スキャンウィンドウの持続時間の間に発見ビ
ーコンを受信することをさらに含む。
【００６６】
　追加または代替として、指定された発見ビーコン送信時間に関連するタイミング情報が
、NANの複数の電子デバイスに記憶され得る。たとえば、タイミング情報は、図1のタイミ
ング情報144を含み、またはそれに対応し得る。追加または代替として、NANの複数の電子
デバイスの複数の受信機が、指定された発見ビーコン送信時間にアクティブにされ得る。
追加または代替として、モバイルデバイスはNANの非マスタデバイスであり得る。
【００６７】
　別の特定の実装形態では、方法500は、第1の時間区間の残りの部分にわたって受信機を
非アクティブにすることをさらに含む。一例として、第1の時間区間は約200ミリ秒であり
得、残りの部分は、第1の時間区間の間の指定された発見ビーコン送信時間以外の時間に
対応し得る。方法500は、第1の時間区間の間に発見ビーコンが受信されたかどうかを判定
すること、および第1の時間区間の間に発見ビーコンが受信されなかったと判定したこと
に応答して、受信機を第2の動作モードで構成することをさらに含む。第1の動作モードで
は、受信機は、指定された発見ビーコン送信時間にアクティブにされ、他の時間に非アク
ティブにされる。第2の動作モードでは、受信機は、第2の時間区間の全体にわたってアク
ティブにされる。この実装では、第2の時間区間は、第1の時間区間と同じ持続時間を有す
る。
【００６８】
　別の特定の実装形態では、方法500は、時間区間の間の複数の時間に受信機をアクティ
ブにすること、および時間区間の残りの部分にわたって受信機を非アクティブにすること
をさらに含む。複数の時間は、指定された発見ビーコン送信時間に関連するタイミング情
報に基づいて決定され得る。タイミング情報は、NANの複数の電子デバイスに記憶され得
る。たとえば、受信機122は、図1の第1のNANデバイス110およびモバイルデバイス120に記
憶されるタイミング情報144に基づく時間区間の間に複数回、アクティブにされ得る。
【００６９】
　別の特定の実装形態では、方法500は、GPS受信機をアクティブにしてGPS信号を取得す
ることをさらに含む。GPS受信機は第1の頻度でアクティブにされ得、内部クロックをクロ
ック基準に同期することは、GPS信号に基づいて内部クロックを同期することを含み得る
。一例として、第1の頻度は約6分に1回であり得る。たとえば、GPS受信機126は、第1の頻
度でアクティブにされ得、第2の内部クロック142は、GPS信号152に基づいて同期され得る
。
【００７０】
　別の特定の実装形態では、方法500は、GPS受信機をアクティブにしてGPS信号を取得す
ること、およびモバイルデバイスと基地局との間の通信に関連するページングチャネルを
介して受信されるページング信号に基づいて内部クロックの追加の同期を実施することを
含む。たとえば、追加の同期は、図1の基地局160から受信されるページング信号162に基
づいて実施され得る。内部クロックをクロック基準に同期することは、内部クロックをGP
S信号に同期することを含み得る。GPS受信機は第2の頻度でアクティブにされ得、クロッ
ク基準はGPS信号を含み得る。一例として、第2の頻度は約1時間に1回であり得る。基地局
は、LTEワイヤレス規格に従って動作するように構成され得る。
【００７１】
　方法500は、クロック基準に同期されるモバイルデバイスの内部クロックに少なくとも
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部分的に基づいて、指定された発見ビーコン時間にモバイルデバイスが受信機をアクティ
ブにすることを可能にし得る。方法500はまた、時間区間の残りの部分(たとえば、指定さ
れた発見ビーコン送信時間以外の時間)の間、受信機を非アクティブにすることによって
モバイルデバイスが電力を節約することを可能にし得る。
【００７２】
　図6を参照すると、NANのデバイスにおける動作の第3の例示的方法が示され、600と指定
されている。方法600は、NANの電子デバイスにおいて実施され得る。たとえば、方法600
は、図3の第1のNANデバイス110において実施され得る。
【００７３】
　方法600は、602において、NANの電子デバイスにおいて、指定されたプローブ要求送信
時間に、およびスキャン間隔区間の間に、1つまたは複数のプローブ要求をスキャンする
ことを含む。たとえば、第1のNANデバイス110は、指定されたプローブ要求送信時間に1つ
または複数のプローブ要求を求めて図3のNAN102をスキャンし得る。スキャン区間は、図2
のスキャンウィンドウ240～248を含み、またはそれに対応し得る。指定されたプローブ要
求送信時間は、電子デバイスの内部クロックに少なくとも部分的に基づいて決定され得る
。たとえば、指定されたプローブ要求送信時間は、図3の第1の内部クロック140に少なく
とも部分的に基づいて決定され得る。
【００７４】
　方法600は、604において、電子デバイスの外部にある第1のクロック基準に内部クロッ
クを同期することをさらに含む。特定の実装形態では、クロック基準は、GPS信号、基地
局から受信されたページング信号、またはワイヤレスデバイスから受信されたクロック信
号を含み得る。たとえば、第1の内部クロック140は、図1のGPS信号152、ページング信号1
62、またはクロック信号172に基づいて同期され得る。
【００７５】
　特定の実装形態では、方法600は、スキャン区間にわたって受信機をアクティブにし、1
つまたは複数のプローブ要求をスキャンすること、およびスキャン区間を含む時間区間の
残りの部分の間、受信機を非アクティブにすることをさらに含む。たとえば、発見ウィン
ドウ230の終了後、かつ発見ウィンドウ232の前の時間区間の間、第1のNANデバイス110の
受信機132は、スキャン区間以外の時間に非アクティブにされ得る。別の特定の実装形態
では、方法600は、NANの発見ビーコンをスキャンすることに対応する、時間区間の間の複
数の時間に1つまたは複数のプローブ要求をスキャンすることをさらに含む。複数の時間
は、複数の電子デバイスに記憶されたタイミング情報に基づいて決定され得る。たとえば
、第1のNANデバイス110は、図3の第1のNANデバイス110およびモバイルデバイス120に記憶
されるタイミング情報144に基づいて決定される複数の時間に、1つまたは複数のプローブ
要求をスキャンし得る。
【００７６】
　別の特定の実装形態では、方法600は、スキャン区間の間にNANのモバイルデバイスから
プローブ要求を受信すること、およびモバイルデバイスにプローブ応答を送信することを
さらに含む。たとえば、第1のNANデバイス110は、モバイルデバイス120からプローブ要求
302を受信し、図3のモバイルデバイス120にプローブ応答304を送信し得る。プローブ応答
は、NANの次回の発見ウィンドウを示し得る。次回の発見ウィンドウは、指定されたプロ
ーブ要求送信時間の後に開始し得る。プローブ応答は、次回の発見ウィンドウの間にモバ
イルデバイスがNANに加入することを可能にし得る。たとえば、プローブ応答304は、モバ
イルデバイス120が図2の発見ウィンドウ232の間に図3のNAN102に加入することを可能にし
得る。別の特定の実装形態では、電子デバイスはマスタデバイスであり得る。追加または
代替として、指定されたプローブ要求送信時間は、アンカビーコンに関連する送信時間と
は別個のものであり得る。たとえば、指定されたプローブ要求送信時間は、図2のアンカ
ビーコン210および212の送信時間とは別個のものであり得る。
【００７７】
　方法600は、クロック基準に同期される電子デバイスの内部クロックに少なくとも部分
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的に基づいて、指定されたプローブ要求時間に電子デバイスがプローブ要求を受信するこ
とを可能にし得る。
【００７８】
　図7を参照すると、NANのデバイスにおける動作の第4の例示的方法が示され、700と指定
されている。方法700は、図3のモバイルデバイス120において実施され得る。特定の実装
形態では、方法700は、NANを探索する方法としてモバイルデバイス120において実施され
得る。
【００７９】
　方法700は、702において、指定されたプローブ要求送信時間にモバイルデバイスからNA
N内の電子デバイスにプローブ要求を送信することを含む。たとえば、モバイルデバイス1
20は、指定されたプローブ要求送信時間に図3の第1のNANデバイス110にプローブ要求302
を送信し得る。指定されたプローブ要求送信時間は、モバイルデバイスの内部クロックに
少なくとも部分的に基づいて決定され得る。たとえば、指定されたプローブ要求送信時間
は、図3の第2の内部クロック142に少なくとも部分的に基づいて決定され得る。
【００８０】
　方法700は、704において、電子デバイスの外部にあるクロック基準に内部クロックを同
期することを含む。特定の実装形態では、クロック基準はGPS信号を含み得る。たとえば
、第2の内部クロック142は、図3のGPS信号152に同期され得る。
【００８１】
　方法700は、706において、プローブ要求に応答する電子デバイスからプローブ応答を受
信することをさらに含む。たとえば、モバイルデバイス120は、図3のプローブ要求302に
応答して第1のNANデバイス110からプローブ応答304を受信し得る。
【００８２】
　特定の実装形態では、プローブ応答は、NANの次回の発見ウィンドウを特定し得る。次
回の発見ウィンドウは、指定されたプローブ要求送信時間の後に(たとえば、その後に)開
始する。たとえば、図3のプローブ応答304は、図2の発見ウィンドウ232を特定し得る。さ
らに、モバイルデバイスの送信機は、プローブ要求を送信するために、指定されたプロー
ブ要求送信時間にアクティブにされ得る。たとえば、モバイルデバイス120の送信機124は
、プローブ要求302を送信するために、指定されたプローブ要求送信時間にアクティブに
され得る。この特定の実装形態では、方法700は、プローブ応答を受信した後に低電力(た
とえば、スリープ)モードに入ることをさらに含み得る。受信機は、低電力モードの間、
非アクティブにされ得る。たとえば、モバイルデバイス120が低電力モードで動作すると
き、受信機122は非アクティブにされ得る。方法700は、電源オンモードに入ること、およ
び次回の発見ウィンドウの間に少なくとも1つの発見動作を実施することをさらに含み得
る。受信機は、電源オンモードの間、アクティブにされ得る。たとえば、モバイルデバイ
ス120の受信機122は、発見ウィンドウの開始時間の前、または発見ウィンドウの間にアク
ティブにされ得る。少なくとも1つの発見動作は、モバイルデバイスがNANに加入すること
を可能にし得る。たとえば、少なくとも1つの発見動作は、NAN内の他のデバイスを識別す
ること、NAN内のデバイスによって提供されるサービスを識別すること、NAN内の他のデバ
イスにデータを転送すること、および/または将来のデータ転送をスケジューリングする
ことを含み得る。
【００８３】
　方法700は、クロック基準に同期されるモバイルデバイスの内部クロックに少なくとも
部分的に基づいて、指定されたプローブ要求時間にモバイルデバイスがプローブ要求を送
信することを可能にし得る。方法700はまた、時間区間の残りの部分(たとえば、指定され
たプローブ要求送信時間以外の時間)の間、受信機を非アクティブにすることによって、
モバイルデバイスが電力を節約することを可能にし得る。
【００８４】
　図8を参照すると、NANのデバイスにおける動作の第5の例示的方法が示され、800と指定
されている。方法800は、図1の第1のNANデバイス110において実施され得る。
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【００８５】
　方法800は、802において、NANの電子デバイスにおいて、指定された発見ビーコン送信
時間に、スキャン区間の間、1つまたは複数の発見ビーコンをスキャンすることを含む。
たとえば、第1のNANデバイス110は、指定された発見ビーコン送信時間に、1つまたは複数
の発見ビーコンを求めてNAN102をスキャンし得る。スキャン区間は、図2のスキャンウィ
ンドウ240～248を含み、またはそれに対応し得る。指定された発見ビーコン送信時間は、
電子デバイスの内部クロックに少なくとも部分的に基づいて決定され得る。たとえば、指
定された発見ビーコン送信時間は、図1の第1の内部クロック140に少なくとも部分的に基
づいて決定され得る。
【００８６】
　方法800は、804において、電子デバイスの外部にあるクロック基準に内部クロックを同
期することを含む。特定の実装形態では、クロック基準はGPS信号を含み得る。たとえば
、第1の内部クロック140は、図1のGPS信号152に同期され得る。
【００８７】
　方法800は、806において、スキャン区間の間に発見ビーコンが受信されなかったと判定
したことに応答して、発見ビーコンを送信することをさらに含む。たとえば、第1のNANデ
バイス110は、スキャン区間(たとえば、スキャンウィンドウ240～248のうちの1つまたは
複数)の間に発見ビーコンが受信されなかったと判定したことに応答して、発見ビーコン1
30を送信し得る。
【００８８】
　特定の実装形態では、方法800は、スキャン区間の間、受信機をアクティブにし、1つま
たは複数の発見ビーコンをスキャンすること、および時間区間の残りの部分の間(たとえ
ば、スキャン区間以外の時間に)、受信機を非アクティブにすることをさらに含む。追加
または代替として、指定された発見ビーコン送信時間に関連するタイミング情報は、NAN
内の複数の電子デバイスに記憶され得る。たとえば、タイミング情報は、図1の第1のNAN
デバイス110およびモバイルデバイス120に記憶されたタイミング情報144を含み、または
それに対応し得る。電子デバイスはNANの非マスタデバイスであり得る。発見ビーコンは
、NAN対応デバイスが発見ビーコンによって識別される次回の発見ウィンドウの間にNANに
加入することを可能にし得る。たとえば、発見ビーコン130は、図2の発見ウィンドウ232
の間にモバイルデバイス120が図1のNAN102に加入することを可能にし得る。
【００８９】
　別の特定の実装形態では、方法800は、GPS信号に基づいて内部クロックを同期すること
、および電子デバイスと基地局との間の通信に関連するページングチャネルを介して受信
されるページング信号に基づいて、内部クロックの追加の同期を実施することをさらに含
む。たとえば、GPS信号は、GPS信号152を含み、またはそれに対応し得、ページング信号
は、図1の基地局160から受信されるページング信号162を含み、またはそれに対応し得る
。
【００９０】
　方法800は、NAN内の指定された発見ビーコン時間に電子デバイスが発見ビーコンを送信
することを可能にし得、マスタデバイスは、指定された発見ビーコン送信時間に発見ビー
コンを送信しない。
【００９１】
　図9を参照すると、ワイヤレス通信デバイスの特定の例示的実装が示され、全般的に900
と指定されている。デバイス900は、メモリ932に結合された、デジタル信号プロセッサな
どのプロセッサ910を含む。例示的実装では、デバイス900、またはその構成要素は、図1
もしくは図3のNANデバイス110～116、および/または図1もしくは図3のモバイルデバイス1
20、もしくはその構成要素に対応し得る。
【００９２】
　プロセッサ910(たとえば、デジタル信号プロセッサ(DSP)、中央演算処理装置(CPU)、ネ
ットワーク処理装置(NPU)など)は、メモリ932内に記憶されたソフトウェア(たとえば、1
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つまたは複数の命令968のプログラム)を実行するように構成され得る。特定の実装形態で
は、プロセッサ910は、図4～図8の方法のうちの1つまたは複数に従って動作するように構
成される。たとえば、プロセッサ910は、図4～図8の方法のうちの1つまたは複数を実行す
るためのNAN発見論理964を含み得る。例示的実装では、プロセッサ910は、メモリ932内に
記憶された内部クロック972およびタイミング情報970に少なくとも部分的に基づいて、指
定された発見ビーコン送信時間または指定されたプローブ要求送信時間を決定し得る。た
とえば、内部クロック972は、図1および図3の内部クロック140および142を含み、または
それに対応し得、タイミング情報970は、図1および図3のタイミング情報144を含み、また
はそれに対応し得、指定された発見ビーコン送信時間または指定されたプローブ要求送信
時間は、図1および図3を参照して説明したように決定され得る。プロセッサ910は、GPSア
ンテナ952を介して受信されたクロック基準に内部クロック972を同期し得る。例示的実装
では、プロセッサ910は、GPSアンテナ952を介して受信された図1および図3のGPS信号152
に基づいて内部クロック972を同期し得る。
【００９３】
　無線インターフェース940(たとえば、IEEE802.11a、802.11b、802.11g、802.11n、802.
11ac、802.11adなどの無線インターフェース)が、プロセッサ910およびアンテナ942に結
合され得る。たとえば、無線インターフェース940は、トランシーバ946を介してアンテナ
942に結合され得、したがって、ワイヤレスデータがアンテナ942を介して受信され得、プ
ロセッサ910に供給され得る。無線インターフェース940は、図1および図3の無線インター
フェース128、138を含み、またはそれに対応し得、トランシーバ946は、図1および図3の
受信機122、132および送信機124、134の動作を実施し得る。GPSインターフェース950は、
プロセッサ910およびGPSアンテナ952に結合され得る。たとえば、GPSインターフェース95
0は、GPSトランシーバ956を介してGPSアンテナ952に結合され得、したがって、GPSアンテ
ナ952を介して受信されたGPSデータおよび/または信号が、プロセッサ910に供給され得る
。GPSアンテナ952は、図1および図3のGPS受信機126、136を含み、またはそれに対応し得
る。
【００９４】
　コーダ/デコーダ(CODEC)934もプロセッサ910に結合され得る。スピーカ936およびマイ
クロフォン938がCODEC934に結合され得る。ディスプレイコントローラ926が、プロセッサ
910およびディスプレイデバイス928に結合され得る。特定の実装形態では、プロセッサ91
0、ディスプレイコントローラ926、メモリ932、CODEC934、無線インターフェース940、ト
ランシーバ946、内部クロック972、GPSトランシーバ956、およびGPSインターフェース950
が、システムインパッケージまたはシステムオンチップデバイス922内に含まれる。特定
の実装形態では、入力デバイス930および電源944が、システムオンチップデバイス922に
結合される。さらに、特定の実装形態では、図9に示されるように、ディスプレイデバイ
ス928、入力デバイス930、スピーカ936、マイクロフォン938、アンテナ942、GPSアンテナ
952、および電源944は、システムオンチップデバイス922の外部にある。しかし、ディス
プレイデバイス928、入力デバイス930、スピーカ936、マイクロフォン938、アンテナ942
、GPSアンテナ952、および電源944の各々は、1つまたは複数のインターフェースまたはコ
ントローラなどの、システムオンチップデバイス922の1つまたは複数の構成要素に結合さ
れ得る。
【００９５】
　述べられた実装形態に関連して、第1の装置が、NAN内の電子デバイスにおいて、指定さ
れた発見ビーコン送信時間に発見ビーコンの送信を開始するための手段を含む。たとえば
、開始するための手段は、図1の送信機134、第1のNANデバイス110、無線インターフェー
ス940、命令968を実行するようにプログラムされたプロセッサ910、図9のNAN発見論理964
、指定された発見ビーコン送信時間に発見ビーコンの送信を開始するための1つまたは複
数の他のデバイス、回路、モジュール、または命令、あるいはそれらの任意の組合せを含
み得る。指定された発見ビーコン送信時間は、電子デバイスの内部クロックに少なくとも
部分的に基づいて決定され得る。たとえば、内部クロックは、図1の第1の内部クロック14
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0、または図9の内部クロック972を含み、またはそれに対応し得る。
【００９６】
　第1の装置はまた、電子デバイスの外部にあるクロック基準に内部クロックを同期する
ための手段をも含む。たとえば、同期するための手段は、図1のGPS受信機136、無線イン
ターフェース138、第1のNANデバイス110、図9のGPSインターフェース950、GPSトランシー
バ956、命令968を実行するようにプログラムされたプロセッサ910、NAN発見論理964、電
子デバイスの外部にあるクロック基準に内部クロックを同期するための1つまたは複数の
他のデバイス、回路、モジュール、または命令、あるいはそれらの任意の組合せを含み得
る。この例では、クロック基準は、図1のGPS信号152を含み、またはそれに対応し得る。
【００９７】
　述べられた実装形態に関連して、第2の装置が、指定された発見ビーコン送信時間にモ
バイルデバイスの受信機をアクティブにさせるための手段を含む。たとえば、アクティブ
にさせる手段は、図9の無線インターフェース940、命令968を実行するようにプログラム
されたプロセッサ910、NAN発見論理964、指定された発見ビーコン送信時間にモバイルデ
バイスの受信機をアクティブにするための1つまたは複数の他のデバイス、回路、モジュ
ール、または命令、あるいはそれらの任意の組合せを含み得る。受信機は、NANに関連す
る発見ビーコンをスキャンするためにアクティブにされ得る。たとえば、受信機122は、
図1のNAN102に関連する発見ビーコンをスキャンするようにアクティブにされ得る。指定
された発見ビーコン送信時間は、モバイルデバイスの内部クロックに少なくとも部分的に
基づいて決定され得る。たとえば、内部クロックは、図1の第2の内部クロック142、また
は図9の内部クロック972を含み、またはそれに対応し得る。
【００９８】
　第2の装置はまた、モバイルデバイスの外部にあるクロック基準に内部クロックを同期
するための手段をも含む。たとえば、同期するための手段は、図1のGPS受信機126、無線
インターフェース128、モバイルデバイス120、図9のGPSインターフェース950、GPSトラン
シーバ956、命令968を実行するようにプログラムされたプロセッサ910、NAN発見論理964
、モバイルデバイスの外部にあるクロック基準に内部クロックを同期するための1つまた
は複数の他のデバイス、回路、モジュール、または命令、あるいはそれらの任意の組合せ
を含み得る。この例では、クロック基準は、図1のGPS信号152を含み、またはそれに対応
し得る。
【００９９】
　述べられた実装形態に関連して、第3の装置が、NANの電子デバイスにおいて、指定され
たプローブ要求送信時間に、およびスキャン間隔区間の間に、1つまたは複数のプローブ
要求をスキャンを開始するための手段を含む。たとえば、開始するための手段は、図3の
受信機132、第1のNANデバイス110、図9の無線インターフェース940、命令968を実行する
ようにプログラムされたプロセッサ910、NAN発見論理964、指定されたプローブ要求送信
時間に、およびスキャン間隔区間の間に、1つまたは複数のプローブ要求をスキャンを開
始するための1つまたは複数の他のデバイス、回路、モジュール、または命令、あるいは
それらの任意の組合せを含み得る。指定されたプローブ要求送信時間は、電子デバイスの
内部クロックに少なくとも部分的に基づいて決定され得る。たとえば、内部クロックは、
図3の第1の内部クロック140、または図9の内部クロック972を含み、またはそれに対応し
得る。スキャン区間は、図2のスキャンウィンドウ240～248のうちの1つまたは複数を含み
、またはそれに対応し得る。
【０１００】
　第3の装置はまた、電子デバイスの外部にあるクロック基準に内部クロックを同期する
ための手段をも含む。たとえば、同期するための手段は、図3のGPS受信機136、無線イン
ターフェース138、第1のNANデバイス110、図9のGPSインターフェース950、GPSトランシー
バ956、命令968を実行するようにプログラムされたプロセッサ910、NAN発見論理964、電
子デバイスの外部にあるクロック基準に内部クロックを同期するための1つまたは複数の
他のデバイス、回路、モジュール、または命令、あるいはそれらの任意の組合せを含み得
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る。この例では、クロック基準は、図3のGPS信号152を含み、またはそれに対応し得る。
【０１０１】
　述べられた実装形態に関連して、第4の装置が、指定されたプローブ要求送信時間にモ
バイルデバイスからNAN内の電子デバイスへのプローブ要求の送信を開始するための手段
を含む。たとえば、送信を開始するための手段は、図3の送信機124、モバイルデバイス12
0、図9の無線インターフェース940、命令968を実行するようにプログラムされたプロセッ
サ910、NAN発見論理964、指定されたプローブ要求送信時間にプローブ要求の送信を開始
するための1つまたは複数の他のデバイス、回路、モジュール、または命令、あるいはそ
れらの任意の組合せを含み得る。指定されたプローブ要求送信時間は、モバイルデバイス
の内部クロックに少なくとも部分的に基づいて決定され得る。たとえば、内部クロックは
、図3の第2の内部クロック142、または図9の内部クロック972を含み、またはそれに対応
し得る。
【０１０２】
　第4の装置はまた、モバイルデバイスの外部にあるクロック基準に内部クロックを同期
するための手段をも含む。たとえば、同期するための手段は、図3のGPS受信機126、無線
インターフェース128、モバイルデバイス120、図9のGPSインターフェース950、GPSトラン
シーバ956、命令968を実行するようにプログラムされたプロセッサ910、NAN発見論理964
、モバイルデバイスの外部にあるクロック基準に内部クロックを同期するための1つまた
は複数の他のデバイス、回路、モジュール、または命令、あるいはそれらの任意の組合せ
を含み得る。この例では、クロック基準は、図3のGPS信号152を含み、またはそれに対応
し得る。
【０１０３】
　第4の装置はまた、プローブ要求に応答する電子デバイスからのプローブ応答の受信を
開始するための手段をも含む。たとえば、受信を開始するための手段は、図3のモバイル
デバイス120、図9の無線インターフェース940、命令968を実行するようにプログラムされ
たプロセッサ910、NAN発見論理964、プローブ要求に応答する電子デバイスからのプロー
ブ応答の受信を開始するための1つまたは複数の他のデバイス、回路、モジュール、また
は命令、あるいはそれらの任意の組合せを含み得る。
【０１０４】
　述べられた実装形態に関連して、第5の装置が、NANの電子デバイスにおいて、指定され
た発見ビーコン送信時間に、スキャン区間の間、1つまたは複数の発見ビーコンをスキャ
ンを開始するための手段を含む。たとえば、スキャンを開始するための手段は、図1の受
信機132、第1のNANデバイス110、図9の無線インターフェース940、命令968を実行するよ
うにプログラムされたプロセッサ910、NAN発見論理964、指定された発見ビーコン送信時
間に、スキャン区間の間、1つまたは複数の発見ビーコンをスキャンの送信を開始するた
めの1つまたは複数の他のデバイス、回路、モジュール、または命令、あるいはそれらの
任意の組合せを含み得る。指定された発見ビーコン送信時間は、電子デバイスの内部クロ
ックに少なくとも部分的に基づいて決定され得る。たとえば、内部クロックは、図1の第1
の内部クロック140、図9の内部クロック972を含み、またはそれに対応し得る。スキャン
区間は、図2のスキャンウィンドウ240～248の1つまたは複数を含み、またはそれに対応し
得る。
【０１０５】
　第5の装置はまた、電子デバイスの外部にあるクロック基準に内部クロックを同期する
ための手段をも含む。たとえば、同期するための手段は、図1のGPS受信機136、無線イン
ターフェース138、第1のNANデバイス110、図9のGPSインターフェース950、GPSトランシー
バ956、命令968を実行するようにプログラムされたプロセッサ910、NAN発見論理964、電
子デバイスの外部にあるクロック基準に内部クロックを同期するための1つまたは複数の
他のデバイス、回路、モジュール、または命令、あるいはそれらの任意の組合せを含み得
る。この例では、クロック基準は、図1のGPS信号152を含み、またはそれに対応し得る。
【０１０６】
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　第5の装置はまた、スキャン区間の間に発見ビーコンが受信されなかったと判定したこ
とに応答して、発見ビーコンの送信を開始するための手段をも含む。たとえば、送信を開
始するための手段は、図1の送信機134、第1のNANデバイス110、図9の無線インターフェー
ス940、命令968を実行するようにプログラムされたプロセッサ910、NAN発見論理964、ス
キャン区間の間に発見ビーコンが受信されなかったと判定したことに応答して、発見ビー
コンの送信を開始するための1つまたは複数の他のデバイス、回路、モジュール、または
命令、あるいはそれらの任意の組合せを含み得る。
【０１０７】
　本明細書で開示される実装形態に関連して説明した様々な例示的論理ブロック、構成、
モジュール、回路、およびアルゴリズムステップが、電子ハードウェア、プロセッサによ
って実行されるコンピュータソフトウェア、または両者の組合せとして実装され得ること
を当業者ならさらに理解されよう。様々な例示的構成要素、ブロック、構成、モジュール
、回路、およびステップが、その機能に関して一般的に上記で説明された。そのような機
能がハードウェアとして実装されるか、それともプロセッサ実行可能命令として実装され
るかは、特定の応用分野、およびシステム全体に対して課される設計制約に依存する。当
業者は、特定の応用分野ごとに様々な方式で記載の機能を実装し得るが、そのような実装
決定が、本開示の範囲からの逸脱を引き起こすと解釈されるべきではない。
【０１０８】
　本明細書の開示とともに説明した方法またはアルゴリズムのステップは、ハードウェア
として直接的に、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールとして、または
2つの組合せとして実装され得る。ソフトウェアモジュールは、ランダムアクセスメモリ(
RAM)、フラッシュメモリ、読取り専用メモリ(ROM)、プログラム可能読取り専用メモリ(PR
OM)、消去可能プログラム可能読取り専用メモリ(EPROM)、電気消去可能プログラム可能読
取り専用メモリ(EEPROM)、レジスタ、ハードディスク、取外し可能ディスク、コンパクト
ディスク読取り専用メモリ(CD-ROM)、または当技術分野で周知の任意の他の形態の非過渡
的(たとえば、非一時的)記憶媒体内に常駐し得る。例示的記憶媒体は、プロセッサが記憶
媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込み得るようにプロセッサに結合される
。代替実施形態では、記憶媒体はプロセッサと一体であり得る。プロセッサおよび記憶媒
体は特定用途向け集積回路(ASIC)内にあり得る。ASICはコンピューティングデバイスまた
はユーザ端末内にあり得る。代替実施形態では、プロセッサおよび記憶媒体は、コンピュ
ーティングデバイスまたはユーザ端末内に別個の構成要素としてあり得る。
【０１０９】
　先の説明は、開示される実装を当業者が作成または使用することを可能にするように与
えられる。これらの実施形態に対する様々な修正が当業者には直ちに明らかとなり、本明
細書で定義される原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の実施形態に適用され得
る。したがって、本開示は、本明細書で示される実施形態に限定されないものとし、以下
の特許請求の範囲で定義される原理および新規な特徴に適合する、可能な最も広い範囲が
与えられるべきである。
【符号の説明】
【０１１０】
　　100　システム
　　102　近隣認識ネットワーク(NAN)
　　110　NANデバイス
　　112　NANデバイス
　　114　NANデバイス
　　116　NANデバイス
　　120　モバイルデバイス
　　122　受信機
　　124　送信機
　　126　GPS受信機



(28) JP 6374023 B2 2018.8.15

10

20

30

40

50

　　128　無線インターフェース
　　130　発見ビーコン
　　132　受信機
　　134　送信機
　　136　GPS受信機
　　138　無線インターフェース
　　140　内部クロック
　　142　内部クロック
　　144　タイミング情報
　　150　GPS衛星
　　152　GPS信号
　　160　基地局
　　162　ページング信号
　　170　ワイヤレスデバイス
　　172　クロック信号
　　210　アンカビーコン
　　212　アンカビーコン
　　220　発見ビーコン
　　222　発見ビーコン
　　224　発見ビーコン
　　226　発見ビーコン
　　228　発見ビーコン
　　230　次回の発見ウィンドウ(DW)
　　232　次回の発見ウィンドウ(DW)
　　240　スキャンウィンドウ
　　242　スキャンウィンドウ
　　244　スキャンウィンドウ
　　246　スキャンウィンドウ
　　248　スキャンウィンドウ
　　300　システム
　　302　プローブ要求
　　304　プローブ応答
　　900　ワイヤレス通信デバイス
　　910　プロセッサ
　　922　システムオンチップデバイス
　　926　ディスプレイコントローラ
　　928　ディスプレイデバイス
　　930　入力デバイス
　　932　メモリ
　　934　CODEC
　　936　スピーカ
　　938　マイクロフォン
　　940　無線インターフェース
　　942　アンテナ
　　944　電源
　　946　トランシーバ
　　950　GPSインターフェース
　　952　GPSアンテナ
　　956　GPSトランシーバ
　　964　NAN発見論理
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　　968　命令
　　970　タイミング情報
　　972　内部クロック
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